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要　旨
中国の唐代伝奇小説に見られる虎と人との婚姻譚、虎の人への変身譚、人の虎への変身譚には、虎の皮を脱いだり着
たりして変身する話が多い。民話に多く見られる「脱ぐ／着る」の変身について、中国唐代の虎と人の変身譚を材料に、
その時代背景や民俗学的背景も含めて具体的に検討する。
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二四
さて最後に、どうしてこのように虎の変身譚が多数作られたかという点を
改めて考えてみよう。当初は人が虎に化したといった不可解な出来事に対する恐怖感や、怖いがゆえに惹かれるといった心理があ て記録されたのであろう。やがてそこに創作の手が加わるようになった時に、さまざまな思いが描き込まれるようになる。例えば不義や親不孝など憎むべきものへの排斥意識や罪業感が人でなし＝虎として、人の虎への変身のかたちで描かれる。あるいは里正 （村の支配者） や佐史 （地方 下級役人） といった民衆に直結して、民衆を虐げる役人たちがよく虎になっているのも、彼らへの批判意識 根底にあろう。また僧侶や道士 るのも、 先に述べた世俗世界と異界・冥界との境界的存在であるという理由のほかに、人々 生き血を吸うような悪徳僧侶や、人をだます道士たちへの批判意識もあったと考えられる。誰が虎になったかということを考えれば、当時敵視され いた者が浮 び上 って来るという次第である
また自然観の変化ということも虎への変身の話に影響してくる。人の住ま
ぬ危険な場所であった山奥が、虎への恐怖感と一体 あった時代から やてその中に乗り込んで、虎と対等に渡り合い、これを撃退するような勇敢な男がしばしば出現す ようになる。これも、唐代の外へ外 と向かう活発な時代精神と密接に関連している。 「張逢」の話で冒頭、 「雨初め
霽は
れ、日
将まさ
に暮れんとす。 山色鮮
せんび
媚、
烟えんらんあいぜん
嵐靄然たり」 という美しい自然描写がなされた後、
「碧鮮愛す
可べ
」き細草の広い広場で「身を草上に投じ、左右に翻転す」と張逢
が自然と一体化するところが描かれ のも、例えば柳宗元の山水遊記に見られるような、美しい自然を愛し、その中に一体化することを求める知識人の精神の在り方に合致するものであろう。そのあこがれが、虎になった自分の姿に満足し、躍り上がって山谷を疾駆する、と うかたち 描かれているのである。
このように虎の変身、虎への変身の話を読むことによって、時代精神を伺
うことも出来るのである。
【テキスト及び参考文献】
　
◎印は本稿の底本として使用。
◎晋・干寶『捜神記』 （一九七九年、中華書局）○李剣国『唐前志怪小説輯釋』 （一九八六年、上海古籍出版社）◎同修訂版（二○一一年、上海古籍出版社）○宋・李昉等編 太平広記』一○冊（一九六一年、中華書局）◎張国風『太平広記会校』二○冊（二○一一年、北京燕山出版社）◎李剣国『唐五代伝奇集』六冊（二〇一五年、中華書局）○李剣国『唐宋伝奇品読辞典』上下（二○○七年、新世界出版社）○藤野岩友『巫系文学論』増補版（一九六九年、大学書房）○澤田瑞穂『中国動物譚』 （一九七八年、弘文堂）○荘司格一『中国説話の散歩』 （一九八四年、日中出版）○荘司格一『中国中世の説話
　
古小説の世界』 （一九九二年、白帝社）
○島森哲男「天人女房譚から怪鳥伝説へ～中 民間伝承の演変～」 二 『宮城教育
大学国語国文』第二十号）
○小澤俊夫『昔話のコスモロジー
　
ひとと動物との婚姻譚』 （一九九四年、講談社）
○上田
 信『トラが語る中国史』 （二○○二年、山川出版社）
○吉田
 海『唐代虎怪異譚研究』 （二○一五年、宮城教育大学卒業論文）
○島
 泰三『はだかの起源』 （二○一八年、講談社）
○程毅中『古小説簡目』 （一九八一年、 華書局）○李剣国『唐五代志怪伝奇叙録』
 （一九九三年、南海大学出版社）
○汪玢玲『中国虎文化』 （二 ○七年、中華書局）○楊陽・林芳・周佳『中国「虎」』 （二○一三年、清華大学出版社）○曽礼軍『宗教文化視閾下的《太平広記》』 （二 三年、 社会科学出版社）○唐瑛『古代小説中異類姻縁故事的文化闡釈 （二○一四年、中国社会科 出版社）
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二三
がいろいろ考えられるところから、これまで見てきたように異なる様々なパターンが生じてきた。
この人から虎への変身、虎から人への変身を、その方法も含めて一覧表に
すると以下のとおりである。 （
⊕
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⊖
印は「脱ぐ」 、 〔
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先にも確認したところだが、人から虎に変身する場合に、①虎の皮を着る、
②人の衣を脱ぐ、の二パターンがある。
①虎の皮を着る
　　
天寶選人・崔韜・僧虎・王居貞・鄭襲・荊州人・費忠・峡口道士・柳并
②人の衣を脱ぐ
　　
袁雙・譙本・張逢
同じく虎から人に変身する場合にも、①虎の皮を脱ぐ、②人の衣を着る、
の二パターンがある。
①虎の皮を脱ぐ
　　
天寶選人・崔韜・僧虎・王居貞・黄乾・鄭襲・荊州人・費忠 馬拯
②人の衣を着る
　　
黄乾・張逢 馬拯
話の数からみても、虎の皮を着たり脱いだりすることによる変身の方が多
く、人の衣服を着たり脱いだりすることによる変身は少ない。虎の皮による変身の話の方が一般的であり、話の成立年代から見ても古いと うことが言える。
これを今度は「脱ぐ／着る」の視点で整理し直してみると、四パターンに
整理される。
①人→着る（虎皮）→
　
虎
　
→脱ぐ（虎皮）→人
　
僧虎・王居貞・鄭襲・荊州人
②虎→脱ぐ（虎皮）→
　
人
　
→着る（虎皮）→虎
　
天寶選人・崔韜・費忠
③虎→着る（人衣）
　
人
　
→脱ぐ（人衣） 虎
〔袁雙〕 ・ 〔馬拯〕
④人→脱ぐ（人衣）
　
虎
　
→着る（人衣） 人
　
張逢・ 〔馬拯〕
①と③は自分とは異類のものが身にまとうものを着て変身し、それを脱ぐ
ことによって元の姿に戻る。しかも①と③は虎と人との間で構造的にちょうど裏表の対称性を持つ。
②と④は自分の本来身にまとうものを脱ぐことによって変身し、それを着
ることによって元の姿に戻る。②と④は虎と人との間で構造的にちょうど裏表の対称性を持つ。
このように裏返しの構造によって話が作られているということは、それが
同時代の精神構造の中で生み出された話であることを示していよう。そ らが主に唐 知識人たちによって創作されていた すれば、今度はこれを裏返しにして、こういう話を作ってみよう、というような創作意欲の とに、次々と変身譚が生み出されていった様子も想像され
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六
　「脱ぐ／着る」の変身譚の構造とその背景古来、人が虎に化すということは多く信じられてきたが、例えば『淮南子』
俶真篇に見える公牛哀の話で、 「昔、公牛哀は転病なり。七日にして化して虎と為れり」とあるように、身体が別のものに変わってしまう病気と 捉えられている。 『斉諧記』に見える薛道詢も病に罹り発狂して虎になる、というように病気が原因 考えられてい 。一方、 『述異記』 に見える伍考之は、孕んだ猴を殺して腹を裂く いう悪行 せいで発狂して虎 なったというこれは天罰というか因果応報として捉えられているのである。また 『斉諧記』に見える呉道宗の母は烏斑虎になったが、 こ は「宿罪」のせいだと自ら言っている。
このように人が虎に化するという不可解な出来事を病気とか狂気とか罪
業に因ると理解してきた人々は、身体に毛が生 きたとか、牙や爪が伸びてきたとかいう身体的な変化で虎に化する過程を考 い わけで、上半身だけ虎に変わっ たというような段階的な変化の話も 。そこには未だ虎の皮を着るとか脱ぐとかいう主体的 動き かった。
不可解な出来事を病気や狂気、因果応報としてそのまま信じてしまうので
なく、虎の皮を着て虎 化けたと説明する発想はどこ ら生まれて来たのだろうか。それは例えば先にも触れ ように、虎を信仰し 自 の先祖崇拝する人々が、祖先 祭 祭祀にお て、仮面や被り物を身につけて虎に化け、踊り狂うというような信仰体験の中から生ま て来た で かトランス状態に って に化する一方で、人間が虎の皮を着て虎になっ いるのだという客観的 自己認識もあって、 「着 ／脱ぐ」が 身のプロセスとして考えられた、とい ふうに説明できるのではな か すでに毛衣を脱いで人と為り、男と結婚 天人女房 話があれば、同様に虎も皮を脱人と為る発想は出てこよう。
ただ脱いだり着たりというのもよく考えると厄介なことで、具体的にどの
ような過程を踏むのか、よく分からない。 （人がぬいぐるみを着るよの皮を着るのか、ゴジラ役者のようにパンツ一枚になってや のか いっことをいま私は考えている） 。それほど厳密 は考えられてい かっ の
もしれないが、すでに我々が見てきた話の中には、この問題について興味深い記述がいくつかある。
ひとつは「僧虎」の話で、戯れに虎の皮を被って虎のふりをしているうち
に皮が剥がれなくなって本物の虎になり、殺生までしてしまった僧侶が絶望の余り死のうと思って号泣した途端、虎の皮が剥がれ落ちるという場面である。そこの記述がこう っている。 「自ら其 身を顧みるに、一裸僧なり。…乃ち草を用いて身を遮り、俗家に投じ、破衣数件を得 、鄰境 仏寺に走る。 」つまり虎 皮が落ちると「裸」だったので「草 用いて身を遮」り、その後 「破衣数件 得て」 寺に走 たと うのである。 皮の下が裸という発想「鄭襲」と題する話にも見られる。そこでは虎の皮を剥がされた御者が「裸身にして呼吟し」ていたとある。まさに人は「倮虫」なの ある。
初めに触れた天人女房の話でも毛衣を奪われた女が逃げられなかったの
は、何も書かれてはいないが、裸身であったと考えら る。とすれば「天寶の選人」の話で「虎の皮を蓋 って「熟寝 していた女は、虎 皮 下は裸であったと考えることが出来、 「崔韜」 話で「中庭に於い 虎の皮を脱ぎ去」 っあと、 「韜の
衾しとね
に就きて睡」ろうとした女もその可能性がある。ふつう皮の
下は肉であるから 裸という発想が出てくるのも う奇異ではない。
もう一つ興味深い記述というのは「馬拯」の話である。伏虎師 称される
僧侶 （実 虎） が虎になって山中で人を食 殺した後、 人 姿に戻るところを、たまたま通りかかった人物 見られている。その場面は「遥かに虎の人 食い尽くし、乃ち
鞹かわ
を脱ぎ、服を禅衣に改め、一老僧と為るを見たり」と描か
れて る。つまり「鞹」＝虎の皮を脱いだうえに、さらに 禅衣 僧侶の衣を身につけるという二重の手間をかけて人 姿に戻っている である。ここでは虎から人に変身するのに、虎の皮を脱ぐことと人の衣服を着ることの二つが必要だと考えられて ことが分 る。 「黄乾」の話の小珠の場合も同様である。
しかしそのように厳密に説明されているのはこの二例だけで、他は虎の
皮を「脱ぐ／着る」 、または人の衣服を 脱ぐ／着る」のどちらかで変身は完結している。そもそも変 が不可解なことであってみれば、そ プロセスもそれほど厳密には考えられていなかった かも知れない。しかし変身の方法
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謝する能わずして、猶お敢て慟哭す。豈
あ
に鬼為
た
りて霊ならざること是
かく
の如き
や」と一喝して「醒悟」させる。
　
下僕を食って何食わぬ顔で寺に戻った僧の唇が「猶お殷血を帯びたり」と
いうような細密な描写や、詩の謎解き（詩謎）などもあり、一読、胸騒ぎ心おののく大変面白い話になっている。 「伏虎師」 という立派な （自己矛盾的な）名を持つ僧侶が、実は虎で、罪なき庶民を食い物にして唇を血で濡らしているというこの話は、あるいは悪徳の僧侶に対する批判的な寓意 込めた作品なのかもしれな 。
さて最後に、廟に祀られる神が虎に変身する話にも触れておきたいと思
う。廟に祀られ 土地神は村人の行動を監視し 冥界の指示 受け 人の命を奪 役割も担うが、 その実際 殺し屋がふつう神像の前に控える虎である。しかしこの話ではそれ 神＝虎に っている。 （小さな廟で人手不足というわけだ） 。変身に当って 「脱ぐ／着る」のモチーフは いが 我々の関心事である「衣」が出てくるので、ここで取り上げておきた 。盛唐時代
載たいふ
孚
の撰にかかる 『広異記』 収める 王
おうたい
太」 の話 （『太平広記』 巻四三一） である。
海陵（江蘇省泰県）の人
　
王太なる者が仲間十五六人と郊外に出かけ、突
然一頭の虎が路上にいるのに出くわした。仲間が言うことに、十五六人もれば決して全員 殺され ことはあるまい。それぞれ衣服一枚を出して（虎が誰の衣服に関心を持つかを）試してみよう、と 太の衣服の番に って、虎は何度も吼えて銜えた。海陵はもともと虎が多く、出歩く者はみな太い棒を持参していた。太は一本 棒を選び、 服を脱い 独り虎 前に立ち、十四人に声をかけた。あんたらは早く逃げろ、 。みんながもう遠くへ逃げたのを見計らって、棒を持っ まっすぐに虎の前に進み、虎を殴りつけた。耳に当たった。たちまち虎は悶絶してどっと倒 た。太はさっと逃げ出しが怖くてたまらず、元来た道 分からなくなり、ただがむしゃらに草むら中を逃げた。十余里（六キロ程） かり行くと神廟が った。太は梁 上に身を隠した。その晩、月の明るい夜、初更（夜八時前後）過ぎに草むらの中を虎が近づいてくる が聞こえ 。やがて虎は廟の庭に至り、飛 上がった
かと思うと、男に変身した。その衣冠は甚だ壮麗であった。堂の中に人がいて、その男に尋ねて言った。今夜はどうしてそんなにやつれているんだ、と。神が言う、急に一人の男に出くわして、そいつが思いのほか強いやつで、その堅い棒でぶん殴られて、死 そうな目に遭ったのだ、と。そう言っ 台座に入り木像の中に上った。と 不意に頭を挙げて太を見つけ、何者だと聞いた。太は恐怖のあまり、下に落ちた。そして丁寧に事の次第を述べた。神が言うことに 、おぬしは今日すでにおれ 食われるはずだった。しかし本当はあと数日してから死 運命だった。わしはおぬしを狙うのが早すぎた。それでおぬしの棒をくらった だ。今こうし また出逢った以上 道理としておぬしを助けねばならぬ。あと数日したら豚を持ってくるがいい。そうして自分の血をそれに塗るんだ。また中庭の大きな樹 指さして、豚はこの樹下に繋ぐがよい。そうしておぬしは急いで樹に上れ そうすればきっと許してやる、と言った。太は数日後、そ 言葉の通り し すると神が堂の中から出て来て虎になった。思い切り飛び上がったが、樹 上の太は高すぎて捕えることができず、しか なくうつむいて豚を食った 食い終わると堂の中に入り、木像になった。太は樹を下り 廟の木像に再拝し そ からやと帰った。その後、別 災いはなかった。
この話で我々の関心を惹くのは、虎に襲われそうになった時、犠牲者を選
ぶのに、各自の衣服を投げて虎 選ばせるという、このや 方である。衣服はまさしく「かたしろ」であり、本人と同一 意味を持つ。また代わ の豚に本人の血を塗るのも、同じ意味を持つ。これまで出てき 、衣服 髪、爪、血などはすべて本人の象徴であり、身代わりの役割を持つので る
この王太という男は「後十餘日にして方に死す可し」という死亡予定者の
名簿に入っていたので、虎は王太 に「吼えて銜うること数四」とい反応を示したわけだが、日にちを間違えて襲うのが早すぎたために、逆に棒で殴られるというへまをしでか た。まことに頼り ない神であるが、変身の霊力はあった 見え 、わざわざ の皮を着たり脱いだ の必要はなかたらしい。
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二人はこれを聞き、意味を解読して言った。寅人は虎のことだ。欄中とはつまり井戸だろう。午子とはすなわち我のことだ 艮の畔
そば
の金とはすなわち銀
の皿だろう、と。しかし下の二句の意味は分からなかった。
　
夜が明けると、僧が門を叩いて言った。君たち、起きて粥を召し上がれ。
二人は思い切ってかんぬき はずした。 粥を食べ終わると、 二人は考えて言った。この僧はしばらくここにいるだろう。われ れはどうやって山を下りたらいいだろうか。そこでついに僧をだまして言った。井戸 中に変なも がある。ちょっと見て来てもらえないか、と。僧が仔細にのぞき込んでいるところを狙って、 後ろからドンと押して井戸の中に落した。僧はすぐに虎と化した。二人は大きな石を運んで来て上 ら落と この虎 殺した。二人は銀の皿を取って山を下りた。
夕闇が迫るころ、一人の猟師に出会った。道のそばに見えないように隠し
た仕掛け弓を張り、樹の上に小屋（原文「棚」 。木や竹 組み、周りをアンぺラなどで囲った簡易な小屋）を作って見張っていた。猟師は二人に言う。おれの仕掛けにさわるなよ。ま 言 こから山の下まで下りるに なお遠い。たくさんの虎が今まさに暴れて る さあここまで登っ く がいい。二人は恐怖におののいていたので 意 決し 樹の上まで攀じ た。人定（夜の八時ごろ）の時刻になろうとするころ、突然、三十人とも五十人とも見える人々がやって来た。僧侶、道士、男 女、歌い吟ずるもの、戯れ舞もの…。彼らは突然、仕掛け弓の前に来て みんなで怒って言った。今朝、二人の賊に我らが禅和尚を殺された。今そいつを追って捕まえようとしてるのに、今度はまた我らが将軍 仕掛け弓を仕掛けるやからが 、 。そしてつい 仕掛けをはずして去 行っ 。二人は彼らの話 聞き、猟師に問いただした。猟師が言うに 、あいつらは倀鬼といっ 虎に喰い殺された連中がなったもの けだ 虎の案内をし いるのさ。ふ りはそこで猟師の名前を聞いた。名は進、姓 牛さ。二人は大変喜んで言った。土偶 詩下の句の通りだ。特進と 牛進のことだったんだ すると将軍は虎だな。そこでついにこの猟師に勧めて、もう一度この仕掛け弓 矢をつがえ くれるように頼んだ。猟師は了解し 。仕掛 弓 張り終わって樹の上 小屋 登ると、果して一頭の虎が咆哮しながらやってきた。そこで前足が 弓に
触れて、矢は三つのまだらもように中り、心臓を貫いて虎を斃した。うろたえて倀鬼どもはあわてて走り回り、退却して その虎のむくろに伏 、大声で哭いた。だれがまた我々の将軍を殺したんだ。そこで二人は怒鳴りつけて言った。お前ら、無知なる亡霊どもめ。虎に遭って噛み殺されたくせに。おれは今お前らのために仇を討ってやったのに、感謝することも知らず、大声で哭きわめきおっ 。亡霊のくせにまったく霊能に乏しいやつらだ。そう言うとみんなしょんぼりしてしまった。 するとふい 一人の亡霊が答えて言 。将軍が虎だったなんて、 全く知りませんでした。あなたの話を聞いて、 今やっと目が覚めました。そうして斃れた虎のところへ行 て罵り 二人に感謝して去って行った。 夜が明け 二人は銀 分け前を猟師にも与えて帰 行った。
衡山の祝融峰に住する「伏虎師」は、虎を伏する法力を持つ高僧という名
を持つが、実は虎である。寺を訪れ 馬拯の下僕を使い 遣り、途中 山中でこれを襲って食っ しまう 偶々この寺に来る途中その現場を盗み見た馬沼は、馬拯にこう説明する。 「遥かに虎の人を食い尽くし、乃ち鞹 脱ぎ、服を禅衣に改め、一老僧と為るを見たり」 。 「鞹」とは字書に「其 毛を去らず、張りて之
完よくさら
暴
し」た「なまかわ」のこととある。それまで着ていた
「鞹」を脱ぎ、改めて「禅衣」を着るというプロセスで「老僧」に化けている。その前の僧から虎への変身は描かれていないが、 「禅衣」を脱ぎ、 「鞹」を着るというプロセスがあったと想像される。しか 最後、井戸に落された きは「其の僧
 即時に化して虎と為る」とあって、虎の皮を着るまでもなく変身
しているらしい。ということは、僧に化けていた虎が本体に戻る時はそのまま虎に戻れ が、 に化けるときには「鞹 脱ぎ 服を禅衣に改め」るという努力を要するということなの も知れない。
話の後半は殺された虎の復讐をしようと襲ってくる「将軍」とよばれる虎
や、その手下で先の「柳并」にも登場した「倀鬼」との戦 の場面である。倀鬼とはこの話で説明されている通り「虎に食わるる所の人」がなっ もので、「虎の為に前みて道を呵する」役割を持つ連中である。馬拯・馬沼の二人は猟師の手助けで虎を殺し、倀鬼どもに対 ては「汝の為に仇を報ずるに、報
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虎の姿になった。ガオーッと吼えて目を怒らし、その光は稲妻の如くであった。役人は怖くて怖くて、何度か樹から落ちそうになった。あわててひとえの着物を取って、刀でプツンと自分を刺して血を出し、着物に塗り付け、下に投げた。虎はその着物を取ると跳ね上がり、着物 びりびりと引き裂いたかと思うとみな呑み込んでしまった。やや久しくしてまた人の姿に戻り、 「そなたは免れた」と言って男を帰し 男はどこも何ともなかったという。
山奥の虎の住いを探し当てた男は、その留守中に入り込み、机の上に✓印
付きの人名簿を発見する。これが先の「費忠」の話にも出てきた死亡予定者名簿で、✓印が付いたのは食い終わった、死亡済み しるしである。机の上に硯と朱墨と筆があり、虎が人の姿に戻 朱の✓印を付けていたことが分かる。虎はまさしく死神的存在である。その大事な死人名簿と虎の皮を盗まれた虎は、胡僧の姿で追いかけて来て、それら り戻す交換条件として、男に死亡の運命を免れさせる抜け道を教え その方法がまたわ し ちには興味深い。男の着物に血をつけて男の代りとし、虎はそれを切り裂いて食うことによって、 を食ったこ にする、というも である。血のついた着物はまさに男の「かたしろ」であり、本稿の始めに述べた衣服 かたしろ性をそのま 伝えているのである。
死神の虎は人を殺すという本務中は虎の姿だが、文書に印を付けるとき
や、人と話すときは人の姿を借りなければならない。そ 変身 際に「着／脱ぐ」が行われるのである。
もう一つこの話で興味深いのが夜中に死亡予定者 頭に「紙幡子」紙の小
幡を挿してゆく身の丈三〇センチほど 小鬼」である。これは ったい何者か。これは次の「馬拯」 話にも出 く 「倀
ちょうき
鬼」と同じもので、虎に殺さ
れた人がこの倀鬼となり、虎を将軍と呼んで敬い付き随い、虎の手先あ いは案内人を務めるという存在である。 （「鬼」と う言葉 日本のいわゆるオニではなく、死者の亡霊のような存在を指す） 。
次に晩唐時代の
裴はいけい
鉶
の撰にかかる『伝記』に収める「
馬ばじょう
拯
」という話（『太
平広記』巻四三○）を読んでみよう。
中唐、文宗の長慶年間（八二一～八二四） 、処士（官に仕えず民間にある人）
の
馬ばじょう
拯
という男は、心のあっさりした性格で、山水を歩き回ることを好み、
どんな険しい山でもかまわず、登って歩いた。ある日、
湘しょうこう
江
（湖南省）のほ
とりにいて、
衡こうざん
山
（湖南省中部、湘江の西の山脈）の
祝しゅくゆうほう
融峰
に行き、伏虎禅
師に拝謁した。寺院の道場は厳かにして清らか、さまざまないい香りの果物が白金（銀）の皿に盛られて仏壇前の腰掛に並んでいた。一人の老僧がいて、眉毛は雪のように白く 田舎びた感じの背の高い立派な人物だった。馬拯の訪問を大変喜んで、下僕に荷物を運ばせた。僧が言うには、そなたの下僕を貸してもらえまいか。近県まで塩と乳漿を買いにやらせたいのだが、と。馬拯は承知した。下僕は金を持って山を下りて行った。僧もま どこへ行ったか、見えなくなった。ふい 馬沼山人がやは 独りで山を登っ 寺へやって来た。馬拯を見ると大変ほっとした様子だった。そして馬拯に告げて言うには、偶々来る途中で虎が人を食う ころ 出 わ てしまっ 誰かは分からなかったが、と。その人の服装などを聞くと、何とそれは馬拯の下僕のようだった。馬拯はたいへん驚い 馬沼 またこうも言った。遠くから見ていると、虎は人を食い尽くしたあ 、皮を脱 で禅衣に着替え、一人の老僧となった、と。馬拯は非常な恐怖に襲われた。馬沼が寺の僧を見ると、あ 、この人だ、と言った。馬拯は僧に言ってみた。馬山人が来て言 ことに 、わたし 下僕が山路の途中で虎に襲われたそうです 、ご存じですか すと僧は怒って言った。拙僧が寺の領域では、山に虎狼なく 草むら 毒虫なく、路に蛇まむし く、林にふくろうなし。妄語を信じてはなりませぬ。馬拯がよくよく見てみると 僧の唇に 赤黒い血の跡が付いてい
夜になって、二人は寺の食堂に泊ったが、固く戸にかんぬきを下し、あか
あかと灯を点して様子を伺ってい すでに夜も更け ころ、庭を虎が歩く音が聞こえる。と 頭を振る 扉にぶつけること三度四度。 か 戸が頑丈だったせいで、何 か破られずに済んだ。二人は怖くなって香を焚き、堂内の土偶の
賓びんずる
頭盧
（十六羅漢の第一。唐代、聖僧として食堂にその像を安置
した）に真心こめて叩頭して祈った。しばらくたって土偶 詩を吟ずる が聞こえ 。 「寅人は但だ欄中の水に溺れ／午子艮畔の金を分けるべし／もし特進に重ねて弓を張らせれば／過ぎ去る将軍 必ず心を損な こと なる」
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虎が天からの命令で人を殺すというのは、前の「費忠」の話と同じだが、
人の寿命が記された文書に基づいて殺すという「費忠」の話とは異なり、道士＝虎が天罰として命ぜられた千人殺すという任務の最後の一人に偶々この男がなってしまったということである。しかしこの男は犠牲として差し出された運命を甘んじて受けることなく、自分の方 ら虎 もとに出向い 行って、これと対決する強さを持っている。この積極性はまさに唐代伝奇の特徴と言ってよかろう。男は道士 眠 間 虎の皮を盗み、それを着て虎と為り、道士の「吾
　
合まさ
に汝を食
くら
うべし」という言葉に対して、 「吾
　
合に爾
なんじ
を食うべし。 」とそのまま言い返すたくましさを示す。何度も同じ言 争いを繰り返すうちに 道士の方が根負けし、 「両全」の妥協案を出してくる。
それは男の髪の毛、ひげ、鬢の毛、爪などを切って、これに身体の各所か
ら採った血を滴らせ、男の古着に包んで に差し出すという方法である。これらのひとつひとつがすべて男の「 たしろ」と て、当人の代りにな ことはいうまでもない。この衣服 髪の毛、爪、血などを当人の代わり るやり方 、他にも多くの類例を見ること できる「かた ろ」の習慣的 方法である。衣服については本稿の始めにすでに述べた通りだが、日々生長する髪の毛や爪は生命力の象徴であり、血もまさに生命を象徴 ものだからであ 。
次に晩唐の皇甫子の撰にかかる『原化記』に収める「柳并」という話（『太
平広記』巻四三三）を見てみよう。これ 死神のよ な虎である。
河東（山西省）の柳并は監察御史（官吏たちの違法を取り締まり、地方官
庁の行政状態を調べる査察官）である。南の嶺南地方に入って査察を いた。一人の書記官 従えていたが、信任す に足る男だ 。南嶺山脈のふもとにたどり着き、そこの館舎に泊った。おつきの役人たちは皆役所の建物の中で地 むしろを敷いて休んだ。時はまさに真夜中、月がようやく上ったころ、皆はぐっすり寝ていて、并だけが独り目覚めていた。ふい 身の丈一尺（約三十センチ）余 小さな霊鬼が現れ 。姿は猿のようで 手 紙旗を持って歩いて階段を上って来た。そしてその小幡を書記官の頭に挿して
去って行った。并は何だろうと思ってそっと起き、それを抜き取ると、また横にな 様子を窺っていた。 しばらくする 一頭の虎が入って来て、 ずうっと全員を嗅ぎまわってから、そのまま去って行った。まもなく小さな霊鬼がまたやって来て、改めて小旗を（書記官の頭に）挿した。并はまたそれを抜き取っ 。 しばらくして虎がまたやって来て、 ずうっと嗅いでから去って行った。同じことが三回繰り返されて、夜が明け初
そ
めた。ようやく夜明けになっ
て、并は書記官を召 て夕べの出来事を話した。そして「お前はもはや難を免れること 難しかろう。何とか自分で対処するがよい。私 随 する必要はないぞ。 」并は剣を持っていたので、それ 取って に与え、 れから難を逃れるようにと行かせた。
この役人は平素から胆力があって屈強の男だったので、剣を携えて山奥に
入り、虎の穴 探し回っ 二十里（約一一キロ）ほども行 たとこ に茅葺の庵があった。入ってみる 誰もいない。ただ敷物の上に机と硯と朱墨と筆があり、一巻の文書がそばにあった。覗いてみると人名ばかりずらり 記されていて、✓印がついているものと、まだ付 いないも があった。自分の名前もそこにあった。敷物の上に虎の皮が一枚あ た。役人はその文書を懐に入れ、併せて虎の皮も奪い、剣を杖ついて返って来た 数里も行かないうちに一人の胡僧が後ろから追い駆けてきた。呼びかけ 言うことには、「しばらく待て。 （そんなものを盗むよりも） 私に告げて対策を講ずるがよい。そうすれば簡単 免れること 出来るぞ。 」役人はすぐに止 その僧話をした。その人の様子が尋常でなかったので、殺すのは止めた。僧がことには、わしは強いて君を害しようとす 者ではない。天の配剤でお前食う なっているだけだ。お前はそこに持ってき 文書の中身を見 であろう。 （夕べ死ぬはず ところを）すでに期日を誤ってしまった。今強いて逃れよ とじたばたしても、結局は最終的に無益なことだ ちょ とした術でこれを防ぐに越したこと あるまい、と。役人はそれはどんな術かと尋ねた。僧は言う。お前は樹に登って帯でしっかり自分を縛 つけ 剣 もって自分を刺して少しの血をひとえの着物に塗り、それを下 投げるがよいわしがその着物を食えば、禍を禳うことが出来るの 、と。役人はその言葉の通り、樹に登り、 （虎の）皮 僧 投げ 僧がそれを着ると、 のまま
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する船は、あらかじめ虎の餌にするためのいけにえを一人準備すれば、後は船の全員が無事でいられた。そうしないと船 中で被害に遭う人が多い。そうしたことからそれが通例となっていた。船では一人を留めて岸に上げ、虎の餌にするのだった。数年たって一艘の船がやってきた。乗客は皆つわものぞろいだった。その中の一人で、まだひとり者で暮らし向きも貧しい男がいた。皆から推薦されて岸に上って虎の餌になることになった。その人はとても逆らうことはできない 考えて しかたなく船を出て岸に上がった。そして船のみんなに言った。わたしは貧乏なので皆さんの代りに死ぬことになりました。しかし人 はそれぞれ決ま 運命というものがあ ます。だから私もこのままむざむざと虎に殺 ることにはなるまいと思います。そこでお願いしたいことがありますが、み さん話を聞い くれ すか。船の皆はその言葉の切実なのを耳にして痛ましい気持になり、尋ねて言っ 頼み事とは何なのか。その人が言う は、わた は今からこのまま岸に上がって虎の足跡を追ってみたいと思いますが、いささか心に思うところが ります。そこでお願いですが、わ のために ばらく船を岸辺に留めておいてください。昼時になってもし戻って来なかっ ら、どうぞすぐに船を出してください。みんなは言った。我等は今はこ ま船を岸に停泊させ、今日 昼でなどと言わず、お前の為に一晩ここにいよう。明日 な てもお前が戻なければ、その時は船をすぐに出すことに よう。言い終わって船を岸辺につけた。
その人はそこで長い柄のついた斧を手にしてすぐ岸に上り、山に分け入っ
て虎を尋ねた。人の足跡などどこにも く、ただ虎の足跡ば り 目 ついた。林の樹々が奥深く茂る中で、そ ひ や と虎 足跡がたくさ 隙間なく、ひとすじに続いているのを見つけ さらに奥へ 尋ねて行っ 両側に山がせまったところに出たが、泥がひどく、虎の足跡はいよいよ多くなた。さらに半里（三百メートル弱）ほど進むと そこに大きな石 洞窟 あた。また石のベッドもあった。一人の道士がその石 ベッドの上でぐっすりと眠ってい 。棚の上には一枚の虎の皮があった こ は虎が変身 るとろに違いないと思って、そ 足を忍ばせ 棚の上の虎の皮を取り、斧を手にしてその皮を着て立 た。道士はふと目が覚めてびっくりし、棚の上 虎
の皮がないのに気付いた。そこで言った。わしはお前を食うことになっておる。なんでお前はわしの皮を盗むのじゃ。するとその人も言った。わしはお前を食うことになっておる。なんでお前が逆にそんなことを申すか。二人は言い争いになり、いつまでたっても終わらなかった。やがて道士は言葉に詰まり、そして言った。わしは天帝に罪を得て、流されてここに来て虎になった。千人の人 わ ければならない だ。 しは今、 九百九十九 までた。 だお前ひとりが不足しているだけだ お前さえ食えば千人の数に足りることになる。 ところ わしは今、 不幸にもお前のために皮を盗まれてしまった。もしそれを返してもらえなければ わしはまた一から出直しで また改めて虎になり、千人の人を食わなければならん。されば今、わしに一計がある。わしとお前がともに望み 全うできる方法だ。どう ？
　
その人は言っ
た。いいだろう。する 道士は言った。お前はまずただその皮を持って船戻れ。そしてお前の髪とひげと鬢の毛を少しばか 切り、 また指 爪 切りそれに頭や手足、身体から少しばかり 血二、 三升（一升＝○・六リットル）を採ってそ にしたたらせておくのだ。そ 古着二、 三枚 もってそ らを包んでおくがよい。そし わしが岸に到る を待て わしが着い ら虎皮をわしに投げてよこせ わ は受け取ってそれを着、虎になる。そうしたらすぐに古着 包んだ例の物を しに投げてよこせ。わしが取ってそ を食えば、それでお前を食ったということになる、 。
その人はついに虎の皮を肩にかけ、斧を持って船に還った。船のみんなは
驚き不思議に思ったが、男は実はこれこれこうい わけで、 理由 述べた。そして船の中で虎に教えられたと りに準備 待っていた。翌日まだ夜明けきらぬころ、 道士はもう岸辺にいた。そこでつい の皮を投げ与えた。道士は皮を受け取るや、ぶるっと体 震わせて、 わかに虎 変じた そして吼えて、跳ねたりうろうろ歩き回ったりした。 こでま （髪や爪に血を滴らせたものを中に包んだ）自分の衣服 虎 向かって投げた する 虎はそれを齧り食ってから去って行った。その後、 が人を傷つけたと 話を聞かない。みんなが言った。千人 人を食うとい その 数に達し ので、きっと天に帰ったのだろう、と。
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いた。老人が言うことには、お前はただしっかりと自分の身体を樹に縛り付けておくがよい。おれがいったん皮に入ったら、もうお前が誰だか識別もできなくなる。もしお前がおれの吼える声を聴いてびっくりして地面に落ちたら、必ずおれの餌食になってしまうからな。事の道理がそうなのであって、約束を破ったわけではないのだぞ、 。忠は老人と別れの挨拶をして樹に上り、虎の皮を上から放り投げて老人に返した。老人は虎の皮を得ると、後ろ脚から中に入り、また虎 姿に戻った後、大きな声で吼えること数十声。それから去って行った。忠は無事、家 還ること 出来 。数日後、南村の費忠という男が田を鋤いていて虎に喰われた。
ここに登場する虎は「忽爾として皮を脱げば、是れ一老人なり。 」と虎の皮
を脱いで虎から人に変身し 「老人皮を得て、後脚より入り 形復するの後、大いに吼ゆること数十声」と皮 着て虎に戻っ いる。 「後脚より入り」と虎の皮の着方まで具体的に書 れているところが面白 。実はこ 虎はも もと人間で「罰を被り と為れり」というように 何 悪事を働い 天罰として虎にされているのだが、ここではそう た過去のいきさつは措いて、もう完全に なっ しまっている存在として扱 おく。虎が老人に変身 たのは費忠を待ち伏せするのに虎と気づか ぬようにするためである。
ところで、この話でもう一つ興味深いのは、この虎が死神、あるいは地獄
から人の命を奪いに来る獄卒 ような役割を持っていることである。人にはそれぞれ決まった寿命があって、それは「天曹」天の役所の「日暦」に記 れている。虎はそ 日暦に基づいて人を食い、寿命を終結せ めるのである
この話でその晩、死ぬ運命にあった費忠が、逆に老人（実は虎）の「喉を
扼し、刀を以て頸に擬す」という強硬手段に出て、死亡を免れるべき方法を無理やり尋ねると、 「若し姓名を同じくする 有らば 亦た相代る可 。 」同姓同名の人を代りに殺す（食う）こと よって当 は生き延びられるということを知る。要するに帳尻合せのご かしである。 「異時
　
事覚らるれば、
我当に為に罰を受くべし。 」バレたら罰を受けるとはいうも の 平気 ごまかしをやってしまうところが、役人社会 中国らしい話である。
同様の例は、盛唐・戴孚の『広異記』に収める「稽胡」 話（『太平広記』
巻四二七）にも見られる。虎に死を宣告された主人公が釈放を求めると、 「草木の人を作り、己の衣を以て之に服
き
せ、及び猪
ぶた
の血三斗、絹一匹を持ちて与
に倶に来れ」と言われる。そ を用意すると、虎は「乃ち草人を
攫つか
み、
擲なげう
つ
こと高さ数丈、往きて猪の血を食し尽す」という代替方式でもって許してくれる。草の人形に人の衣服を着せるという「かたしろ」と豚の血でもって、男を殺したことにしたのである。
こうしたごまかしは六朝志怪小説でもしばしば見えるところで、孝行ぶり
に感心してとか、ご馳走 なったからとか、船に載せてもらったからとか、理由は様々だが、人情味 あるごまかしが行われている。替りに殺される人はいい迷惑だが、そういう はまったく顧慮しない。要するに帳尻が合えばいいのである。
例を挙げれば『捜神記』巻一○の「徐泰」の話もその一つで、徐泰は幼い
ろに父母を失い、叔父の徐隗に育ててもらったが その叔父が病にかかり死にそう なる。徐泰は夢の中で「二人船に乗り箱を持ちて泰の床頭に上り、箱を発
ひら
いて簿書を出し、 示して曰わく、 汝の叔応
まさ
に死すべし。 」 という。 この 「簿
書」というのが死者の名を記した帳簿である。徐泰が夢の中で助けてくれと叩頭して頼むと、 「二人曰わく 汝の県に（叔父の徐隗 ）姓名 同じ す人有りや否や、と。泰思い得て二人に語りて云う、張
ヽ
隗なるものあり。徐を
姓とせず、と。二人云う、亦た強いて逼る可し、と。汝が能く叔父 事
つか
うる
を念いて、
当まさ
に汝の為に之を活かすべし」と言って姿が消える。目が覚める
と叔父の病は治っていた、とい 話であ 冥界から「 書」 持って命を奪いに来る役人が、ごまかして名前がちょっとだけ違うが、それでもいいかと代りを見つけて、本来死すべき人 救うというこの話は、まさに「費忠」の結末と同工である。
次にもう一つ、 中唐時代、 無名氏撰の『会
かいしょうかいいろく
昌解頤禄』に収める「峡口の道士」
の話（『太平広記』巻四二六）を読んでみよう。
唐の玄宗の開元年間（七一三～七四一） 、峡州（湖北省宜昌市）には虎が多
かった。ここを往来する船舶はみな被害 受けた。その後は三峡を下ろうと
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そして「…衣服猶お
挂かか
る。杖も亦た在り。細草依然たり。其の上に翻復転身
し、意足りて起くれば、即ち人の形に復せり。是
ここ
に於いて衣を衣
き
、杖を策し
て帰る」というのが虎から人への変身である。虎になるのに虎の皮を着るわけではなく、 人の服を脱ぐだけである。 しかし 「脱ぐ／着る」 モチーフはしっかりとここにある。
以上の「譙本」 「張逢」の二話は人から虎への「脱ぐ／着る」の変身譚の別
バージョンということができよう。五
　「脱ぐ／着る」と人虎変身譚（二）虎が人に変身さて今度は虎から人への変身譚を探ってみよう。既に前節で人から虎への
変身譚と一体化した物語として虎から人への変身譚も併せて描かれている例を見てきたが、ここでは専ら虎から人への変身譚と 描かれたものから、「脱ぐ／着る」のモチーフがあるものを選んで、いくつかを読んでみることにしよう。
そもそも虎が人に変身するのは難しいことと考えられており、人に変身
しても尾だけは残ってしまうという。そこで尾は特に焼き落す必要があった。これを「焼尾」という。 『広異記』に収める「虎婦」の話（『太平広記』巻四二七）に 、虎と結婚した女が里帰りするときに、夫の も人に変身し酒肉を携えてついて来るが、川を渡るときに着物の裾をまくった ころ、妻冗談に「
卿けい
の背後に何ぞ虎の尾の
出いず
る有るを得たる」 、あんた、どうして後
ろにしっぽが出ているの、と言われて いそう恥じ入り、慌てて逃げ帰ったという話もある。 そういうふう 困難を伴うと意識される虎の人への変身が、どう描かれているかとい のが次の我々の関心事である。
はじめに盛唐時代の載
たいふ
孚の撰にかかる 『広異記』 に収める 「費忠」 の話 （『太
平広記』巻四二七）を見てみよう
費州（貴州省）の蛮人は一族みな費氏を姓としていた。辺り一帯は凶暴な
虎が多く、土地の人々は皆、高い建物に暮らし虎の害 避けていた。唐の玄宗の開元年間（七一三～七四一） 、
狄てきこうし
光嗣
（則天武后時代の宰相
狄てきじんけつ
仁傑
の子）
はこの地方の長官となり、その孫
 博望はこの地の官舎に生まれた。博望の
乳母の亭主で費忠という男は力強く勇敢で弓を得意とした。かつて費州の街から米を背負って家に還る途中、険阻な山路に阻まれて、いつの間にか日が暮れてしまった。家まではまだ三十餘里（十七、 八キロ）もあり、このままでは虎の餌食にな てしまうと考え、持っていた刃物で薪数束を切り、石を敲いて火をつけ、 これを焚い 身を守った。まもな 虎どもの吼える声が響き、山林を震わせた。忠は自分の頭巾を脱いで米袋に被せ、腰帯をはずし 米袋に巻き付け、それを がり火 そばに立てた。そして自分はそこ 逃れて大きな樹の上に上った。しば くし 四頭の虎がともにやって来て、米袋を遠巻きに見ていた。大きな虎が近づいて爪を掛けた 、それが人ではないと気付くと、みな顔を見合わせて黙り込んだ。もう一頭 虎が二匹の子供を連れて帰って行き、大きな虎だけが火のそばに留まった。そしてやおら皮を脱ぐと、 一人の老人 り、 手枕をして眠ってしまった。忠は生来豪気で敏捷だったので 心の中で大したことはないと軽んじ、それから うっ 樹から下て、老人の喉を締め上げ、首に刀を突き付けた。老人は命乞いをする。忠は老人の手を縛ったうえでこれ 詰問し 老人の言うことに 、自分はも北の村の費という老人だ たが 天罰を受けて虎にさ 天上の役所には日暦（何月何日にはどこの誰それ 命を取るという 人の寿命を記した暦）があっ そ 日付 従って虎 人を食わせるのだ 今夜は費忠という男を食うことになっている。お前がそ 費忠だ。それでお前 所に来てみると、米袋しかない。が かりし が、しばらくここに止まって、お前の帰るのを待っていたのだ。まさかお前にとら られるとは思ってもいなかった。嘘だと思うならわし 腰の所にある日暦をよく見てみるが い 本当ということが分かるはずだ、と。そこで忠は暦を見てみると 確かに自分の名前が記されてい 。どうしたらおれを助け くれる、と聞く 答えて言うには、お前と同姓同名の人が れば、そいつに替え ことも き 。たし後日それがバレたら、わしはきっと罰を受けるこ になる。十日もしないうちに飢え死にするだろう と 忠 言った。南村に費 という男がい がそいつがおれの代りになるか。 老人 許諾 。 そこで忠は先ず虎の皮を持って樹の梢に上り、 （枝に虎の皮を掛けて）それから下に下り 老人の縄 解
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夜が更けて小腹がすいた。そこで村里に沿ってゆっくり行ったけれども、
犬・豚・仔馬・仔牛、すべて獲れそうなものはなにもなかった。心の中でぼんやりと、 福州の鄭
てい
録事 （録事参軍。 州郡の主簿として文書帳簿を管理する官）
をねらえ、 いう言葉が響いた。そこで道に沿って身を潜めた。間もなくして南から人が来た。鄭録事を出迎える役人だった。向こうからやって来る人に問うて言った。福州の さま 名は璠とお しゃる方が、日程を計算すると一つ手前の旅籠にお泊りのはずだが、いつ旅籠を出発なさると言っておられたか、ご存じないか、と。向こうから来た人は言った。それは私のご主人さまだ。出発の身づくろいをなさっていたと聞いたから、間もなく着れるであろう。出迎え 役人が言う。一人でお出でだろうか、 供の者を従えてだろうか。お目 かかる時に間違ってはまずいの 確認し いのだが録事の配下の者が言う。三人の中で薄緑色の官服を着てい っしゃる が録事さまだよ。逢はそれをそばで聞いていたので 出迎え 役人が詳 く尋ねてくれて、まるで のために聞いてくれたような按配だった。逢はすっかり様子が分かったので、路 傍ら 身を寄せ 待 ていた にわかに 録事がやって来た。前導する者 扈従する者は非常に多 、鄭録事は薄緑色の官服を着、まるまると太って、意気盛んなようすでや て来た。ちょうど目の前にやって来た時に 逢は飛び出して録事をくわえ、走っ 山 駆けあがった。 夜明けはまだ訪れず、 家来は多 ったが誰も追っ 来る者はい かたので、ほしいままに食らうことができた。腸と髪を余すだけだった。
そうして山林に入ったが、ぽつんとひとりぼっちで友はなかった。それか
ら急にこう思った。おれはもと人間だ。何 楽しみが て虎なん になり、深山に囚われの身のようにして暮らすのか 初めて虎になったあの場所を探して帰ろう、と。そこであちこち探し求め、日暮れてなんとかや と の場所にたどり着いた。衣服はなお枝に掛かり、杖もあ 。細かな草も前の通りだった。その草の上に身を投げてごろごろ転がって、ほっと満足して起き上がれば、もう人間の姿 戻ってい そこで衣服を着、杖を突い 返っ来た。昨日出かけ 今日戻る い 、僅かな時間だ た。
はじめ逢の下僕は、逢が行方不明になったのにびっくりして、隣村に尋ね
ると、ある人がその人なら杖を突 て山に登って行ったよと教え た。
そこで四方八方探し求めたが、杳として跡形もなかった。無事戻って来たのでびっくりし、また喜んで、どうなさったんですかと尋ね 逢は嘘をついて、たまたま山水を尋ねまわっているうちに山奥の寺に至り、坊さんと仏教の話などして、気が付いたら時がたっていた、と。下僕が言うことには、今朝方近くに虎が出まして、福州の鄭録事さまが食われたそうです。死体を求めましたが何も見つからなかったということです。山林にはもとより猛獣が多いものでございます。一人 出歩くのは危険です。だんなさまがお帰 にならな ので心配で心配 たまりませんでした。 しかしご無事で何事もなく、本当にようございました。そこで逢は た旅を続けた。
それから時は流れて元和六年（八一一） 、 逢は旅をして淮陽（河南省淮陽県）
に宿り、宿駅の官舎に泊っ 。宿駅の役人が宴会を開き客をもてな た。或る客人が酒令（酒席で行う遊びで、ルールに背いた人は罰杯を飲む）をやろうということになり、こ 言った。順番が来 らそれぞれ不思議な話をすることにしよ 。不思議な話で ければ罰杯だぞ と。逢に順番が回って来た。逢は横山の旅籠であった話をした。末坐に進士の鄭遐 いう人物が て、このひと 鄭糺 息子だった。 聞くと、 目を怒らして立ち上がり 刀を持って逢を殺そうとして言った。おのれ 父の仇。皆は慌て 二人を隔て 。鄭遐の怒りは収まらず、つ に郡守 訴え出た。そこ 遐を送っ 南方に向わせ、渡し場の役人に の川を二度と渡らせぬように命令 。また逢には西に行かせ、名を改めて避けるようにと勧め 。ある人が言うことには、父の仇と聞いたら復讐しなければならぬ。しかしこ 仇はわざ 殺したの ない。もしし て仇を討てば、遐もまた人殺 の罪に坐すること なる、そこでついに遠く去って、敵討ちは行われなか あゝ、虎に ったというのも不思議な話だが こ 郡守の処置もやはり ささか異 も だ
人が虎となって人を食い殺し、人に戻った時に、その食い殺した相手の
息子に出会い、敵討ち騒ぎ、裁判沙汰になるという復讐譚の部分は ばらく措いて、変身の部分に注目する 、 「衣を脱ぎて樹に
挂か
け、杖を以て之に
倚よ
す。身を草上に投じ、左右に翻転す。既にして酣
かんすい
睡し、獣の蹍
ふ
むが若
ごと
く然り。
意足りて起くれば、其の身
已すで
に虎と成れり。 」というのが人から虎への変身。
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これに人畜諸獣を襲わせるという悪
メフィスト
魔的な主人として描かれている。ここで
人は虎の皮を被せられて虎になるが、 「身は虎なりと雖も心は愿
ねが
わず」 、人間
の本性を保っている。そこで寺 逃げ込んで、仏教の力を借りてどうにか人に戻る。その際はその皮を脱ぐのでは く、 「半年にして毛落ち、人の形変ず」という具合に、自然に毛が抜けて人の姿に戻っている。
さて以上、虎の皮を身につけることによって虎になる話を見たが、これと
は別に人が人の衣服を脱いで になるという話もある。この場合は虎の皮を着るわけではなく、ただ人の衣服を脱ぐだけで虎になってしまうの ある。
例えば後蜀の
耿こうかん
煥
の撰にかかる『野人閒話』に収める「
譙しょうほん
本
」の話（『太平
広記』巻四三○）である。
偽蜀（＝後蜀。蜀王公孫述は建武元年
〔二五〕
自ら帝と号し、成都を都とし
て自立した）の建武四、 五年（二八～二九） ころ、庶民 譙本という男がいた。凶暴な男で、近所の衆は皆嫌っていた 若くして父を亡くし、常に母をそしり罵っていた。 母はそのたびにじっとこらえていた。 ある日、 帰りが遅く、母は門に寄り添って帰りを待っていた。遠くからそれを見て譙本はさっそく罵った。母は言った。わ しに お前ひとりしかいないのよ。お前 帰るのが遅いから心配して待ってい の 、 まえ 反ってわたしを罵 のかい。そう言って胸を撫でて大声で哭き、嘆くやら怨むやら。譙本は街の城壁 中に暮らしていたが、この時、城壁の門から外に飛び出し、近くの路上に坐った。突然一声絶叫してその衣服を脱ぎ、変じて一頭 赤虎 な た。 まますぐに城壁に上って去って行った。あくる日になってもまだ城壁の上にた。蜀主は趙庭隠 命じ これを射させた。一発に て矢は さに虎の口を射抜いた。皆はそれを分けて食った。蜀主はその地に覇 唱え
〔自ら帝と号し、
成都を都として自立した〕
たが、
〔正統でない王朝の建国だったので〕
天から毛が降っ
てきたり、人が虎に変じ り、地震が二度もあ 、まがまがしいことがしばしば起った。
譙本の「譙」はがみがみと小言をいう、 せめる、 とがめるという意味があり、
「本」はルーツ、生んでくれた母親を指すだろうから、そういうことを寓しての作者の命名だろう。それはともかく、母をさんざん哭かせておいて、街の城門を飛び出し、路の真中に坐り込むというという行動の奥に、この男の絶望 ようなものが感じられる して「忽ち大叫すること一声、其の衣を脱ぎ、 変じ 一赤虎と為」ったという。この場合、 「其の衣を脱」ぐことによって虎になっている であって、虎の皮を着たわけではない。人間の着物を脱ぐということと、人間 やめるということが同一の意味を持って る である。城壁の中 （人間文化 世界） から城壁の外 （野生 世界） へ出たとた に人から虎に変身、そして最後は城壁 上で死ぬというこの男は、人から虎へという境界を越えたまさにその線上 最期を迎えているのである。
もう一つ、人が自分の衣服を脱ぐことによって虎に変身する話を見てみよ
う。中唐時代の李復言の撰にかかる『続玄怪録』に収める「
張ちょうほう
逢
」の話（『太
平広記』 巻四二九） である。 （底本 字 誤りがあるの 李剣国 『唐五代伝奇集』第四冊に拠って適宜改める）
南陽（河南省南陽県）の張逢は、中唐時代、徳宗の貞元（七八五～八○五）
の末年に南方の嶺南に薄禄をもって役人となり、福州（福建省閩侯県） 福唐県（？）の横山店（店は旅籠の意）に宿った 時に雨が上がったばかりで、日が暮れようとする刻限だった。山の色は鮮や に美しく、山裾のも
・
やは淡
くたなびいていた。杖を突いて美しい景色を尋ね歩き回るうちに、思わず遠くまで来てしまった。と、ふいに細い草の一面に広がったところ 出た。縦横百餘歩（五～六キロ四方） 、緑のあざやかな に心惹かれ その傍らに一本の小さな樹があった。そこで張逢は衣服を脱いで樹の枝 掛け、杖を幹に立てかけた。そして草の上に身を投げ、ゴロゴロと左右 転がった。そしているうちにいい気持になっ 眠ってしま 、獣が を踏んで歩くよう心持になった。心満ちて起きれば、身はすでに虎と成っていた。からだの縞もようは鮮やかで美しい。爪や牙は鋭く、胸や腕は力強く、天下に敵無しという感じだった。そこで躍り上がって起つと 山を超え谷を越え 走った。その速いこと稲妻の如くであっ
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にして又た虎と成る」ときの変身の様子は具体的に何も描かれていない。しかし虎から人に戻る時の様子が前述のとおりであるとすれば、はじめに虎になった時 も虎の皮を着た、あるいは何者かによって（廟の神によって？）虎の皮を被せられたのであろうし、実家でまた虎になった時は、廟から連れ戻されるときに携え き の皮を着たのであろう 推測され 。しかしもう虎の皮を着るまで なく、自然に虎になってしまった、と想像することもできよう。その辺の記述のあいまいさは この作品が初唐の伝奇小説で、後の中唐以後の伝奇小説のような描写の緻密さや論理的整合性を欠いていことに由来するのかも知れない。 時代設定も南北朝時代の梁代になっており、やはり六朝志怪小説に近い段階にあることが想像でき 。
ここで次に、無理やり虎の皮を被せられて虎にされてしまった男の話を
二つ読んでみよう。一つは南朝宋 劉敬叔の撰 かかる『異苑』に収める「鄭ていしゅう
襲
」という話（『太平広記』巻四二六）である。これは六朝の志怪小説で
ある。
滎けいよう
陽
（河南省滎沢県）の鄭襲が晋の太康年間（三一八～三五二）に太守で
あったとき、その配下の御者が突然狂ったようになり、たちまちどこ へ失踪した。何日か経って見つけ出したが、はだかで喘ぎうん ん唸っており、肌からは血がだらだら滴っていた。どうしたのかと聞くと、やしろ 神様が自分を虎にさせようとして、虎のまだらの皮を着せたんだと言 。馬の鞭執る身分ゆえ、吼えたり跳ねたり出来ません、と断ると、神様は怒ってまを剥がさせた。皮はすでに肉に張 付いていたの 、傷つき肉くずれ、そ痛いことと言っ らなかった。十日ほどし やっと治った。「社公」すなわち土着の土地神に無理やり虎の皮を被されたというのは、その神の配下の虎にさせられて使役 れる いうことである。 それ 断る 、皮を無理やり剥がされ、はだかで血だらけになって うんうん唸ってい というのは、虎の皮の下がはだか ということである。こ 点は前に述べた「僧虎」の話で、 虎の皮が落ちると「裸」だ ので「草を用 て身を遮」っ
たというのと同じで、虎の皮の下ははだかだと意識する考えがあったことを示していて、興味深い。
同じく無理やり虎の皮を被せられて虎にされてしまった男の話として、盛
唐時代の載
たいふ
孚の撰にかかる 『広異記』 に収める「荊州の人」の話（『太平広記』
巻四三一）を見てみよう。
荊州（湖北省、長江中流の北岸） 人で、山歩きをしていて、ふいに
倀ちょうき
鬼
（虎に殺された人の魂が変じてなる幽鬼）に出くわし、虎の皮を被せられた。すると虎になってしまい、倀鬼の指図を受けるようになった。三、 四年の間に数えきれないほどの人や家畜、野の獣などを襲って食った。身は虎となっても、心ではそれがいやであった。しかしどうしよ もなか 後、倀鬼が虎を引いて、ある寺の門の前を通り過ぎた。そこで俄かに走って寺の庫裏に入り、庫裏の僧のベッド 下に隠れた。坊さんは驚き恐れて、有徳の和尚に報告した。時 寺には諸々の猛獣を調伏できる禅師がおった。そこで虎ところまで行き、 手に錫杖を執って問うて言 仏弟子は何をお求めかな。人が食いたいか。それとも獣の身がいやか、と。虎は耳を垂れ涙を流した。禅師は長い布で虎の頸につなぎ、牽いて本堂まで連 て帰った。そ 人間が口にするふつうの食事や違う味 食べ物を食べさせた。半年もすると毛が抜け落ち、人の姿に変じた こでつぶさにこと いきさつを話した。二年の間、あえて寺を離れなかっ 後しばらくして門を出たら、途端にま 倀鬼に遇い 虎の皮を被せられ 。あわて 走っ 寺に駆け込んだが、腰から下を皮 蔽われてしまい、つ にまた虎になってしまった。そこで志を篤くして懸命にお経を唱えた。一年余りでようやく人の姿 戻 れからというもの、決して寺の門からは出ず、死ぬ 寺に籠っていた。
ここに出てくる「倀鬼」というのは虎に喰われて死んだ人間の魂が変化し
てなるもので、虎の手先として虎が人を殺 ときに案内を り、 助けしたりする存在である（詳しくは後述） 。ところがこの話では逆に虎を「指揮」する立場に転じている。 かも普通の人に虎の皮を無理や 被せて し
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まっすぐ火のそばにやって来るのが見えた。そして自分で牙を抜き爪を抜いて、虎の衣を捲き、寝台の上に置き、 （寝台の上にあった）衣を身にまとって、火に向って坐った。李粛が見ると何と妻の小珠ではないか。李粛はまっすぐ小珠のもとに行って抱きしめ、話しかけたが反応がない。あくる日、連れて帰り、実家の黄乾の家に送って行った。黄乾の家では小珠を一室に閉じ込めた。生肉を投げ やると、つかみ取って食う。母親 ずっと見守っていた。しかし数日してまた虎とな た。郡や県では取り調べをする。村人は弓矢を持ってその家の屋根に上り 屋根を剥が て上から虎を射殺した。 翌日 （別の）虎が近所で暴れた。村人たちは昼間から門を締 切った 地方長官の熊基が報告書を書いてこのこと お上に報告した。
これも人の虎への変身と虎の人への変身が併存する話になっている。しか
し基本は人の虎への変身 ある。小珠という女が山 神廟に入り虎になった（らしい） 。虎になった場面は描かれていないが、夫の李粛が偶然、夜、雨宿りにその神廟に入り、火で濡れた服を乾かしていると 虎が入って来る。そうして「自ら牙爪を脱し、其 衣を捲き、床上に置き、衣を着て火 向かいて坐す」という。 「其の衣を捲き」という は虎の皮を脱いでそれを捲いたのであり、その後の「衣を着て」というのは「神床の 衣有るを見る」と前文にあったその衣、つまり小珠がもともと着てい 衣服であろう。つま 人に戻る時、まず虎 皮を脱いで、改め 人の衣服 着ている である 何故人の姿に戻るのかは語られ いないが（おそらく読者にその虎が小珠であることを知らしめ 意味もあろう） 、 小珠の行動として「与に語るも応ぜず」とか、「生肉を擲てば則ち
接つか
み取りて之を食う」とか、 「少日にして又た虎と成る」
などと描かれてい ところを見ると 人間性はすでに喪失しているかに思える。しかし夜、廟の中で火が焚かれているところからする それは人 仕業である。これは想像 域を出ないが、小珠が廟に て人の姿に戻るの 、神と人との仲立ちする巫女と ての役割を与えられて るのかも知れな 。神の巫女にして神の妻。一種の神婚説話というこ になる。 と人との仲立ちをする 、虎と人との間で変身を繰り返す境界性。それは先に見た僧侶や道士のもつ周縁性、境界性 同質 もの ある。
そもそも廟とは塑像や木像の神（土地神）を祀った社のようなもので、村
の周縁に一つは必ずあり、人々の最も身近な信仰対象になっている。プリミティブな信仰だが、道教思想が根幹になっている。したがって廟は神と人、現実界と異界、生と死が交錯する場であるということができる。虎は昔から、特に道教では「神使」 、神の使いという役割を与えられているから、廟で虎になった小珠は廟 祀られる 手下 しての虎になったということになる。 の姿でいるときは神の使い。人 姿にもどったときは神の巫女にして神の妻 小珠はそんな両義性を帯びた存在なのか しれ い。廟は人から虎への変身、虎から人への変身の場として、最も相応しい場であったわけある。
それにしてもこの話、虎が人間に戻る時の様子を、牙を抜き爪を抜いて、
虎の衣を捲くというように、文字通り目 前で演じ ているようにつぶさに描き出している ころが出色である。この具体 は何に由来す 。あるいは廟の祭礼などで、人が牙や爪を付け、虎 皮を被って広場で舞を舞うというような宗教的行事が 具体的な発想の根底にあったのではないか。
手元にある資料で、 例えば汪玢玲の『中国虎文化』 （二○○七年、 中華書局）
には、雲南省の少数民族、
彝い
族（彝族は黒虎をトーテムとして崇拝している）
の村で、正月八日夕刻から十五日にかけ 、村民が虎に変装して踊り狂ういう祭礼の様子が記されている。黒いフェルトを にまとって虎の皮 し顔や手足は露出して黒、赤、黄色 顔料で虎の模様 描き、額 「王」と書く（虎の額には王という文字の形の模様があ 昔から伝えられ いる） 。首には大きな鈴をつける。変身した後は一切 人の言葉は発しない などと具体的な様子が記されてい また楊陽・林芳・周佳 『中国「虎」』 （二○一三年、清華大学出版社）には雲南省や貴州省における「虎節」 （虎祭）の仮面や被り物が写真入りで紹介されている。こ した仮面や被り物、身体への彩色などを伴う民間の虎踊りが、遠い昔 その村 先祖が虎であった時代の再現として、毎年、祭礼 広場で演じられているわけである。このような祭礼における変身劇と、祭礼の場である廟 舞台とした変身物語と 関係は、今後さらに検討すべき課題であろう。
ところでこの話、小珠が虎になった時の様子、また実家に戻った後「少日
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もう一話。晩唐時代の裴
はいけい
鉶の撰にかかる『伝記』に収める「王居貞」という
話（『太平広記』巻四三○）である。
科挙の明経科を受験した王居貞という者が、試験に落ちて洛水のほとりの
潁えいよう
陽に帰った。みやこ長安を出てから一人の道士と同行の旅になった。この
道士は一日中、何も食べない。わたしは気を咽む術を心得ているので（食う必要がない）と言う。夜、居貞が眠り、灯りが消された後、早速、この道士は布の袋を開き、 一枚の皮を取り出して、 身にまとって去ってゆく。五更（午前四時前後）のころに戻ってくる。そこで他日、 居貞は寝たふりをして バッとその袋を奪ってしまった。道士は叩頭して還してくれと言う。居貞は、訳を話したらすぐに還すよ、と言った。す と遂に道士が言うこ には、わたしは実は人ではない。 の中の衣は虎の皮だ。夜になるとわたしはすぐに食糧を求めに村里へ行くのだ。その皮を着れば、一晩に五百里を走ることができる、と。居貞は長いこと故郷の家を離れていたので きりに帰りたい思っていた。そこで言った、わたしにも着ら るか、と。道士は言う 着られるさ。この夜、居貞 家か 百餘里（約六○キロ）離れていたが、ついにこれを着て、ちょっと家 帰ってみた。もう夜が更けていて（門に閂 かけてあり） 、中に入 こ ができない。どうしようかと思っ る 、人が一人門の外に立っている に気 ついた。 そこで捕えてこれ 食 しまっ 。結局家には入れず 辺りをうろうろして心残りに思いな ら返 き そして道士に虎の皮を還した 後日、家に戻る 、家族が言 ことには、居貞の次男が夜、外に出たところを虎に喰われてしま と。それはいつだ 聞くと、なんと居貞が（虎の皮 ）帰った日だっ あの日 あと一両日腹は満腹で、他に何も食べら なかった。
これは虎の人への変身と、人の虎への変身とが一緒に語られる話だが、道
士の姿は虎の仮の姿なので、ここでは王居貞の立場から 人の虎への変身話として取り上げておく。 この話ではふだん人 身近 な はずの虎 皮が、どうして手に入ったかが説明されている。つまり虎から借 たとい わけある。虎は昼間は虎の皮を袋の中に まっておいて人 化け おり、 にな
るとそれを着て虎本来の姿になる。朝方戻ってくるとまたそれを脱ぎ、人の姿に変身する。一方王居貞は借りた虎の皮を着て虎になり、それを脱いで人に戻る。 人→虎→人のプロセスは同じだが、 道士は人 （仮） →虎 （真） → （仮） 、王居貞は人（真）→虎（仮）→人（真）という構造になる。いっ ん虎と為ると人間の心を忘れ、自分の息子も見分けがつかず、餌として食ってし うという ころが特徴的である。前述 「僧虎」の僧と異なり、虎と為 と人の意識を失うというのが、虎への変身譚の一般的な法則のようだ。
ところで以上、人の虎への変身譚を二つ見てきたが、一方は僧侶、一方は
道士という宗教者が変身の主 公になっているという点も注意しておくべきだろう。どうしてそういう立場の 物が変身 主人公としてわざわざ選ばれるのか。それは彼らが世俗世界を捨て 世俗世界から外れた周縁で生きてるからである。その周縁性こそが、人と虎の間を行ったり来たりできる資格となっているのである。これは後に見る虎 への変身譚でも、虎が化けのはほとんど僧侶か であり、共通の特徴となってい
また一話。初唐時代の竇
とういよく
維鋈の撰にかかる『五行記』に収める「黄
こうけん
乾」と題
する話（『太平広記』巻四二六）である。
南北朝時代、梁（五○二～五五七）の末年、始興（広東省南雄県） 人黄乾
に妹があり、名を小珠といった。同県 李粛に嫁いだ 小珠は兄嫁（黄乾の妻） とともに木の実を採りに山に入 た。 途中、 神廟に立ち寄りお参りす と小珠が（そこに祭られている神を）恋い慕って帰ろうとしない。さあ帰ろうと言って神廟を去ると、小珠はまたひとりで走 いって廟に上 人を見るとさっと草むらに隠れてしまう。黄乾 妻が戻 来て、小珠の亭主
　
李
粛にこ の次第を告げた。 李粛はきっと他 何か訳があるのだろう 考えた。李粛が県に呼び出され、夜になって一人の供回りを従えて帰ってきたが、途中、 雨風 見舞われた。 神廟の建物の中に火が見えたの 、 そこで雨宿りをし、二人は火に向って濡れた衣服を乾かした。寝台の上に衣があるのが見えた。しばらくして廟の外を何物かが歩く音がす 。二人は驚き怯え、寝台の ばの屏風の後ろに身を隠した。 すぐに一頭の虎が尾を振りな ら猛りはや 、
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かった。しかたなくじっと道の傍らに潜伏していた。ふいに目の前を人が通り過ぎたので、思わず飛び出して噛みついた。死んでしまったので引き裂いて食おうとした。よく見ると禅僧だった。心中つらつら思うに、わたしはもと人である。幸いにして僧となったものの、禁戒を守ることができず、輪廻を抜け出そうと思いながら、自ら不善を為し、活きながら変じて虎になってしまった。罪業の大きさ、これに過ぐるものはない。その上今また僧侶を殺して腹を満 し しまった。地獄にさえ受け入れてもらえま 。わたしはもう飢え 死んでしまおう。これ以上罪を重ねたくない。そう言って天を仰いでワーッと大声で泣いた。
その泣き声が終わるか終わらぬうちに、突然、虎の皮がまるで衣を脱ぐよ
うにはらりと剥がれ落ちた。我が身を顧みると、裸の一人の坊主である あわててもとの寺に走り込んだが、寺はすでに荒廃していた。どうしたものかと思ったが仕方なく、草をもって身を覆い、その辺の家に身を寄せ、ぼろ服何枚かを譲り受け、隣村の寺院に駆け込んだ
その後、 四方に行脚し、 臨川（江西省臨川県）の崇寿院の衆堂に身を寄せた。
この時、円超上人という方が看経堂に居られ その僧は上人のお側近 にじっと立っておこたらなかった。 上人はその僧の恭しいお勤めぶりに感心し、声をかけた。お前はどこの生まれだ 出家してから何年になる。ど ような修行をして、かくも真面目な勤めをするようになったか。僧がお答えして言うことには、拙僧、心に悔やむところがございます。ご上人さまに すがりして、きっぱりとけじめをつけたい 存じます ただ他の僧た には聞かれたくございません。そこで上人は侍者を下らせてか 改めて尋ね 。するとその僧は虎になった経緯を打ち明け、叩頭して礼 為し、罪業を懺悔することを求めた。上人が言うことには 生死罪福はみな一念か おこるもの。刹那の間に天国か地獄かの分かれ目が決まるのじゃ。前生も後生も関係ない。お前の悪念が虎と為り、善念が人と為 たまでのこ 。それ いい証拠ではないか。いやしくも離脱に志す者 あれば、無 菩提に趣き、根本 立ち返ることができよう。念が足りなければ、人が虎になったり、虎が人になりはすまいからな。いま閩中（福建省）には高僧知識が くさんおいで ゃ。お前もそこへ行くがよい、と。僧はかしこまりましたと言い、閩中に向かっ
た。
　　
後に上人はこの僧の話を智作長老に話した。長老は往ってその僧に会い、
上人がさきに話してくれたことを問うと、その通りだということだった。その僧の二つの目はなお赤 、 その眈々たるまなざしは畏るべきものがあった。僧は後に大庾嶺 奥深く分け入り、適くところを知らないという。
話の舞台は江西省から福建省、広東省に至る山中。袁州（江西省宜春県）
の山中に寺を持つ 侶が主人公。しかしその名も生卒年も不明である。偶々手に入れた虎の皮を被
かぶ
り、 村人や旅人たちを脅し、 落としていったものを拾っ
て喜んでいるうちに、虎 皮が身体に張り付いて脱げなくなり、本物の虎になっ しまう。始めのうち 楽しかったものの、 寒暑や雨雪は辛く厭わしい。つまり人と て 意識は残っているわけである 「形骸は虎なり 雖も、心は歴歴然として人なり」 。しかしそ うちに空腹のあまり、通 かかった僧侶を食ってしまう。罪業 あまり 大きさ 絶望し（ここでも人としての意識は明白である） 、死のうと思って、天を仰いで号泣していると、虎の皮がはらりと落ちて、元の僧侶に戻る 後に臨川（江西省臨川県） 崇寿院を訪れた僧侶は、そこで円超上 の教えを受け、閩中 福建 ）を訪ね、そこの寺で修行する。そして最後は江西省と広東省、福建省の境目に広 る大庾嶺の山奥深くに姿を消す。最後の場面で僧 「双目猶お赤く、眈然として畏る可きなり」とあるの 所謂虎視眈々として赤く鋭い目を書き留めて、この僧の畏ろしさを読者に印象づけており、また大庾嶺の山中 消えたと神秘化して話を終えているのも、虎への変身譚に相応 いエピローグである。『高僧伝』という書物の性格上、仏教的色彩の強い話になっているが、 「着る／脱ぐ」のモチーフによる変身 構造ははっきりと示されている。しかも虎に変身しても、人としての意識は残っているというのが興味深い ころである。同様の虎への変身譚がすべてそうだというわけ はなく 虎 暮らしを続け うちに、次第に人としての意識は消え、虎 のもの って まという例の方がむしろ多い。これは『高僧伝』 収める話だから、あくまで人としての意識は継続していなければならないのである。
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い話として語られているにとどまる。 この話が東晋の孝武帝の太元五年 （三八○）に設定されていること、またこの話が収録されている『五行記』が初唐時代の作品であることから、伝奇小説が多く書かれる中唐時代以降の作品とはおのずから異なる、どちらかと言えば六朝志怪小説に近い描き方と言うことができるかもしれ い。
いずれにせよ、以上見た三話はいずれも「脱ぐ／着る」を構成要素とする
変身譚、異類婚姻譚と言うこ ができよう。四
　「脱ぐ／着る」と人虎変身譚（一）人が虎に変身ここでしばらく虎と人の異類婚姻譚からは離れて、虎の人への変身、あ
いは人の虎への変身をテーマにした話に注目 、そこで「脱ぐ／着 」のモチーフがどう語られているかを見てみることにしよう。
まず人の虎への変身について。この類の変身において 、ふつう気が付
いたら手足に虎の毛が生えていたとか、知らぬうちに四つ足での山野を駆け巡っていたとか、川に姿を映したら虎になっ い とかいう に 自然に、次第に、虎に変身する話が多く見られる。
例えば唐末の闕名撰の『聞奇録』に収める「張昇」の話（『太平広記』巻
四三○）では、里正（村長）の
游ゆうしょう
章
が山に入って虎になったが、家のことが
気がかりで夜半、家に戻った。上半身だけが虎に変わっていた、まだ人の葉がしゃべれたという。 「上半 より已
すで
に変ず、而
しか
れども尚
な
お能く語る」 。ま
た盛唐・戴孚の『広異記』に収める「范端」の話（『太平広記』巻四三二）では、里正の范端が化して虎となる。県令に諭されて一度は人に戻 が、仲間の虎二頭が村 外から范端を呼ぶ。范端は母 別れを告げて去っ ゆく。数日後、母が山谷を尋ねていくと、三頭の虎に出会う。そ うちの一頭はまだ靴を履いていて、母がこれを脱がすとなお人の足だったと う。 「 母）進みて之に就く。虎俯
うつむ
き伏
ふ
して目を閉ず。乃ち為に靴を脱がすに、猶お是れ人
の足なりき」 。さらに初唐・
竇とういよく
維鋈
の『五行志』に収める「
彬ひんしゅう
州
の佐史」の話
（『太平広記』巻四三○）では、彬州の佐史が病によって虎となり、兄嫁を喰おうとした。これ 捕えると虎になりかけのところで、 「形未だ全くは改ま
らずと雖も、尾は実に虎」だったという。
さてこれらの類の話とは別に、虎の皮を着ることによって人が虎になると
いう一群の話がある。わたしたちが注目して る、虎の皮を「着る／脱ぐ」のモチーフが出てくる話である。
一つ目は、梁の
慧えこう
皎
（四九七～五五四）の『高僧伝』に収める「僧虎」の話
（『太平広記』巻四三三）である。
袁州 （江西省宜春県） の山中に、 村 寺に住む僧がいた。その法名は忘れた。
偶々一枚の虎の皮を手に入れて、戯れに着てみた。尾を振り頭を振るうとなかなか虎に似ている。ある日、道の傍らでふざけ半分に虎の皮を着て虎の真似をしてみると、村人たちはみんな懼れて逃げ去り、中には持っていたものをそこに落としていく人もいた。僧はそれを拾って喜び それからは道辻に身を潜めては、往来に荷物を背負った者が通るのを待ち伏せし 草む からワッと飛び出した。まさしく猛々しい虎である。皆は背負った荷物を棄てて一散に逃げ出した。皮を被って出るたびにいつでも得るところがあったものだから、僧はこれで暮ら ができると、時々おどす を常とした。
ある日、虎の皮を着ると、その皮が身体にピタッと張り付いたような気が
した。しばらく草むらに んでから、いざ脱ごうとし ら、どうがんばもあがいても脱げない。自分で手足を視ると虎である。爪も牙も虎であ 。これはと思っ 川の傍まで行って己の姿を水に映 てみると、頭も耳 眉も目も、口も鼻も尾も毛も、どこからどこまで虎であ 。人間ではな 。心の中でこれはいいと喜び、草む の中で暮らすのが楽しくなった。そ て遂狐や兎を捕えて食った。つかむ、とる、すする、むさぼる、すべ 虎であるそれからというもの、 つも同類（虎）と 動を共にするようになった。また鬼神の手下になったり、夜は夜で山中を往来したり 寒くても暑も雨が降っても雪が降 ても休息することができない。 心 中でいやだ ぁ、つらいなぁと思うようになった。姿か ちは虎でも 心は歴然 る人ただ言葉がしゃべ ないだけだ
一年あまりして、ある日飢えがはなはだしく、餌を求めても何も得られな
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前が着ていた衣がそのまま残っていたよ。妻は言った。だれかに取って来させて。衣が戻ると、妻は笑いながら韜に言った。また着てみよう しら。
衣を手につかむと、やおら階段を下りて庭に出、獣の皮の衣を身につける
や、たちまち化して虎となった。そして躍り上がり歩き回ってガオーッと咆哮したかと思うと、身を躍らせて役所の建物に飛び上 、息子と韜を食って去って行った。
この話では、これまで見て来たような男に衣を奪われて仕方なく男の妻
となる、という弱い立場ではなく 自分か 夜更けに男の布団の中に入って来て結婚を求めるという、積極的 姿勢が目に付く。しかも終わりは男と息子を食い殺して去っていくという衝撃的なものである。この女 積極性 、則天武后や韋皇后のような牝鶏晨を司る女傑が出て以後の 唐代 女権拡張の風気を受けた時代の産物と言 いいだろう。特に終結部分の「妻韜に謂いて曰わく、妾試みに更に之を
著き
ん、と。衣を
接つか
んで手に在り。妻
乃ち階を下り獣の皮衣を
将もっ
て之を著る。
纔わずか
に
畢おわ
るや、即ち化して虎と為り、
跳ちょうてきこうこう
躑哮吼
し、奮いて庁に上り、子及び韜を食らいて去る。 」という、息もつ
かせぬような文 運び、さらに「妻笑いて」という、よく読むとぞっとすような表現の巧みさは、 作者の筆の力を感じさせる。 家が猟師 ので家に った虎の皮を羽織ってきた、などという ももちろん嘘だが、一瞬そうか 思わせて だということを忘れさせるひとつ 工夫である。
しかし話の構造として、そのような脚色の部分を除いて見るならば、虎の
毛皮を脱いで女となり、これを着て虎に戻 脱ぐ／着 」の話の枠組みは、これま 見て来たような話と全く変わりないこ がわかる。結末部の夫と息子を食い殺すところも、天人女房が地上に残した娘を連れ 男だけが残される、と う話を一歩進めたもので、虎らしい結末になっ はいるが、結婚を無かったことにしてリセットするとい 意味では軌を一にすると言ってよかろう。
さてもう一話、初唐時代の
竇とういよく
維鋈
の撰にかかる『五行記』に収める「
袁えんそう
雙
」
の話（『太平広記』巻四二六所収）を見てみる にしよ 。
東晋の孝武帝の太元五年（三八○） 、
譙しょう
郡譙県（安徽省譙県）の人、袁雙は
家が貧しく小作人となって仕事をしていた。日暮れに家に戻る途中、道で一人の女に出会った。年のころは十五六、 容姿は端正。すぐ 袁雙と夫婦となった。五六年もすると家は大変豊かになって 二人の息子もできた。十年も経つと家は巨万の富を貯えるようになった。その後、そ 村でつい先
せん
だって死
んだ人がいて、葬儀が終わった後、この女は家 抜け出して墓場まで行ったかと思うと、なんと衣を脱ぎ腕輪を外して樹の上に掛けるや、すっと姿を変えて虎になった。そうして墓をあばき、 棺おけを墓穴の外に引きずり出すと、死人を取って食 腹いっぱいになるとまた じて人となった。たまたまこれを見ていた人がいて、こっそり亭主に告げ、あんたの奥さんは人間じゃないぞ。お前もそのうち食われるかもしれないぞ、と言っ 。袁雙は男の話を聞いても全然信じなかった。時を経て、また死者が出る そ たび 同じようなことが繰り返された。そこで後にそ 亭主 連れて行ってい しょ見た。そして うとう事実を知ること なった。その後は県を跨いで墓 尋ね、ま 死人を食うのだった。
　袁雙が路上の若き美女と結婚すると、やがて家は富み、息子も生まれると
いう幸福が訪れる。異類婚姻譚の一つのパターンとしての異類 結婚による致富譚が描かれている しかしこ 女は実は虎で、やが 死体を掘 起こして食うという恐ろしい一面を示す になる。その 変身する場面が「衣を解き
釧せん
を脱し樹上に
挂か
け、
便すなわ
ち形を変じて虎と
作な
る」というかたちで
描かれている。これまで見てきた虎の皮 脱 で人に化けるとい の は逆の、人の衣服を脱いで虎になる、というかたちである。 「便ち形を変じて虎と作る」と「便ち」の字を使っているのが変身のスムーズさを表現している人に戻る場面は描かれ いないが、当然また衣を着て人に戻ったと考えられる。虎の衣を脱ぐ 、人の衣を脱ぐかの違 はあるが、同じく「脱ぐ／着 」の変身譚ということになる。
さらにこの話では先の二話のような悲劇的な結末は描かれず、その後、男
がどうしたかも描かれていない。村のうわさになるか、男が女に告げるか、いずれにしても悲劇的な結末は予想されるが、そこまで至らずに不思議な怖
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のね。さあ私の古い着物を還して。もうわたしは自分の好きなように生きて行くから この人はようやく言い過ぎたことに気が付いて、 しきりに謝った。しかし女は怒りが収まらず、しきりにもとの着物を還せと言い募った。この人はもはやなだめるすべもないと悟り、しかたなく言った。君の着物は北向きの部屋にあるから、自分で行って取っておいで、と。女はなおも大いに怒り、目はまるで電光 ようにギラギラと光 た。そして狂ったように北向きの部屋へ行き、虎の皮を探し出すと、それを体 ぱっと羽織っ 。そして躍り上がって数歩歩む 、もう大きな虎になっていた。ガオーッ 咆哮して辺りを見回し、林を目指して走り去った。この人は驚 懼れて 子供たちを抱えるようにして去って行った。
寺の後ろの廃屋で虎の皮をかぶって寝ていたむすめは、実は虎で、難から
逃れてここに来たというのはもちろん嘘であろう。 その夜、 寺に僧が なかったというのも、すでにこの雌虎に喰われ しまった かもしれ い。後に寺を再訪したときには「僧在 者有り」僧がちゃんといた、とわざわざ記しいるのも、実に思わせぶりな描き方である。女 虎の皮を奪われて仕方なく男の妻となり 三人の子供もできた。 「能く嫌 ざれば、敢て且
しばら
く同処す」
男に嫌われなかったので、まあしばらくは我慢して一緒に暮らし というしかし男の見下したような物言いに、 ついに の緒が切れて、 着物 （虎の皮）を還せと怒鳴り出す。やがてそれを羽織ると大 な虎 なり 咆哮 ながら林の中に去って行った いうのである。男に捕 われて結婚 からの女の内心を描いていたり、最後に突然怒り出すというか ちで虎ら い凶暴さを出しているところは、六朝志怪 はない唐代伝奇独自の描写法である 虎の皮を「脱ぐ／着る」の記述は先 見た『玄中記』の豫章の男子の鳥女房の話と基本的に同一である。
　もう一話、晩唐時代の
陸りくくん
勛
の撰にかかる『（陸氏）集異記』に収める
「崔
さいとう
韜」という話（『太平広記』巻四三三所収）を見てみよう。崔韜は蒲州（山西省永済県） 人である。旅をして滁州（安徽省滁州市）に
出かけ、南して歴陽（安徽省和県）まで至った。夜明け時に滁州を出発して、仁義館という宿場（幹線道路上にある宿場を「駅」といい、それ以外の脇道沿いにある宿場を「館」といった）についてそこで泊った。館の役人が言うことには、この館は凶悪で危険です。お泊りにならないように、と。しかし韜はそれを無視し、笈
おい
を背負ったまま館の役所に上った。館の役人は灯りを
ともしてから下っていった。韜は二更（夜十時前後）ごろになって布団を延べて眠りに就こうとした。ふと見ると館の門の下から獣のような太い足が目に入った。と思った途端 突然門がばっ 開いて、一頭の虎が門から侵入して来た。韜はびっくりして飛び起き、 暗闇に身を潜めてじっと見守っていた。すると獣が庭の真中で毛皮を脱ぐのが見えた。それからひとりの眉目麗しいむすめが綺麗に着飾って、役所に上 くるのが見えた。そし なん 韜の布団に入って寝てしまった。韜は暗闇から出 これに尋ねて言っ 。何故お前は私の布団に入って寝るのだ。私は先ほど またまお前が獣 姿をして門から入って来るところを見たぞ どういうことだ。すると女 起き上がて言うことには、あなたさま、お願いです、怪 まないでください。私の父や兄弟は猟師をしていて、家も貧しく、ですから いお相手を探そうにも、自分ひとりではどう ようもありません。そこで か なく夜ひそ に家ある虎の毛皮をまとって出 参ったのです 立派なお方が の館 お泊りなっているとお聞きしたので、こ 身を託して身 回りのお世話 させていただければとうかがったような次第で 。これ で来られた旅のお方たちはみな怖気づいて命を落 してしまわれました わたく 、今夜ようやく幸に立派 お方に出会うことができましたわ。願わくはこんなわ くしの気持ちをお察しください、と。韜は言った。誠にそのようにお考え ら、よ みを通じましょう、と。翌日、韜は庭の獣の皮 衣を拾って、役所の後ろの枯れ井戸の中に放り込ん それから女の手を引いて館から去 行っ
後に韜は科挙の明経科の試験に及第し、宣城（安徽省宣城県）の役人に任
ぜられた。そこで韜は妻や息子を伴っ 任地に赴い ひと月あまりした昔の仁義館に宿を取った。 韜は笑いながら、 こ 館はそな と始め 出会った場所だな、と言った。裏へ回って井戸の中を覗いてみると、獣 皮の衣はそっくりそのまま残っていた。そこで また笑って妻に言 。むか お
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五
返すことになるが、地上の男からすれば娘たちを奪われたことになる。
Ｃは天上の姑獲鳥の方から、地上の小児を奪って自分の子にするという内
容で描かれているが、これを地上の父母の視点から捉え直せば、小児が天上の鳥に奪われたと うことになる。
天と地の間の「奪い／奪われる」関係は、天地間の相克と見ることもでき
るし、立場を変え相手の立場 立った相互理解と見ることもできる。中国古代の人々が、 視点を転換できる柔軟さを持っていたと考えることもできよう。　
以上要するに衣服を「脱ぐ／着る」という関鍵を経由することによって、
天と地の間に変身を伴う相互交流が成立しているということができ 。三
　「脱ぐ／着る」と異類婚姻譚（その二、虎女房）さて続いて本稿の主題である虎と人と 変身・結婚の話を見てみるこ
とにしよう。ここで材料として取り上げるのは主に唐代 伝奇小説である。先に取り上げた 『玄中記』 『捜神記』 『捜神後記』 などが六朝時代の 「志怪小説」（怪奇な話を志
しる
した小さな説
はなし
） と呼ばれるのに対して、 唐代の 「伝奇小説」 は 「奇
怪な話を伝える小さな
説はなし
」というもので、前者が民間の伝説をほぼそのまま
単純に記録したものであるのに対して、後者は唐代の知識人が民間の伝説などに基づいて創作的な意図をもって書き上げたものである。した ってわわれが民間伝承・伝説と呼ぶものと同じではない。しかし全くの創作かと言えばそうではなく、 の構造や主要モチーフなどは元々の素材として 民間伝承・伝説から伝わる要素 多分に持っているの ある。そこでここでは唐代知識人の創作的な要素 注意 ながらも、先 六朝志怪小説と同等の研究素材として扱うことにしたい。
虎と人との結婚といっても、雄の虎と人の女が結婚する話と、雌の虎が人
の男と結婚する話がある。
雄の虎と人の女の結婚は、女が虎に奪われて山中に連れて行かれ、そこで
虎と夫婦となる話で、盛唐時代の
戴たいふ
孚
の『広異記』に収める「虎婦」 （『太平
広記』巻四二七） 、 「虎婦」 （『太平広記』巻四三一） どがそれである。しかしこれらの話では女は人の姿のままで虎 妻 って るので、 「脱ぐ／着
る」を伴う変身のモチーフはない。
われわれの「脱ぐ／着る」の視点から興味深いのは雌の虎と人の男との組
み合わせである。その一例として中唐時代の
皇こうほし
甫子
の撰にかかる『原化記』
に収める「天寶の選人」の話（『太平広記』巻四二七、以下『太平広記』の引用は張国風『太平広記会校』に拠る）を見てみよう。
唐の玄宗の天寶年間（七四二～七五六） 、ひとりの選人（既に官吏たる 資
格を有し、京師 在って吏部の銓衡を経て任用決定 待つ人）がいて、みやこ長安に入ろうとして、路を行くうちに途中で日は暮れ、とある村の僧房に投じて宿を求めた。しかし僧は不在であった す 日はとっぷりと暮れ、他に行きようがないので、その僧房の長椅子に寝ることにした。鞍や馬は別室に置いておいた。夜明け前 出発しようとして またま寺 境内 ぶらぶらしていた。寺の後ろの破屋に至ると そこにひとりのむ めがいた。年のころは十七八、 びっくりするような美人であった。 身体 上に虎の皮をおおっていた。むすめはぐっすり眠って るので、この人はそっと近づき、やおら虎の皮を引きはがすと隠してしま た。むすめ は と目覚め、驚き懼れるばかりであった。そこで男はこ むすめを自分の妻 した。どう こんなところにいたのかと聞くと、難を逃れてここまで来て、隠れておりま たと言う。男は家を出て らすでに遠いので、家に連れ帰るわけ もいかず、そのまま別の車に乗せ 、みやこ長安へ吏部の銓衡 受けに赴いた。銓衡が済み、赴任先が決まって、男はまた の女 ともに任地に赴 た。
やがて数年して任期も終わる頃には数人の子供ができていた。ある日、家
族とともに任地から帰る途中、 また以前泊った僧房にやってき 今度 ちゃんと僧もいた。その僧にすすめられ 今夜は こ 泊ることにした。明く朝、出発前のひととき、男は笑いながら妻に言った。君 僕と初め 出会った場所を忘れた かい と。すると妻は怒っ わ はも も 人間ではありません。たま まあなたに捕まって、 子供数人を持つまでになりま た。あなたに嫌われなかったので、あえてしばらくは一緒に暮 したの す それなのにいま、こ ふうにわ しを（路傍 拾い物の如くに）辱めるなんて、あ たの言いようは軽い冗談ではなく 本気でわたし 馬鹿にしてい
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四
すめに着物はどこにあるかと父親に尋ねさせ、着物が稲を積んだ下に隠してあることをつきとめた。そこで見つけてこれを身にまとうや、天に飛び去ってしまった。そののち、母は三人のむすめたち用の衣をもって迎えに来た。三人のむすめ ちはそれを着て飛び去った。
　天の鳥が羽の衣を脱ぐと人になる。それを着ると鳥に戻る。地上のむすめ
たちが鳥の羽を身に とう 鳥になって天 帰ってゆく。人と鳥との間が毛衣を「脱ぐ／着る」 転換によって変化するわけである。
見方を変えると、天のむすめの毛衣を奪った男がそのむすめを地上の女房
とする。その女房が生んだむすめは男のむすめであ から地上的な存在である。しかし母が天から持参した毛衣を着る と り 飛び去 天のむすめが地上の男に奪われ、地上のむすめたちが天 奪われ 毛衣を媒介として、天と の間に奪い／奪われ 関係が成立している である
以上を単純に図式化すれば、次のようになる。　　　　　　
天
　　　　　　　　
（衣）
　　　　　　　
地
　　
Ａ
　
天女
　　
→
　
毛衣を脱ぐ
　
→
　
地上の男と結婚
　　
Ｂ
　
天上に連れ帰る
　
←
　
毛衣を着る
　
←
　
三人のむすめ
さてここで異類婚姻譚とは話がずれるが、 いま見た『玄中記』 記述とセッ
トになった姑獲鳥の話にも触れておこう。先に引いた豫章の男子 話 前姑獲鳥という不気味な鳥の話がつい いるのである。
姑こかくちょう
獲鳥は夜飛び昼藏
かく
る。蓋
けだ
し鬼神の類なり。毛を衣
き
れば鳥と為り、毛を脱
げば女人と為る。名づけて天帝少女と為す。一に夜行遊女と名づけ、一に釣星と名づけ、一に隠飛鳥と名づく。子無く、喜
この
んで人の子を取り、之を養い
て以て子と為す。今時、小児の衣をば夜、露ざらしにするを欲せざるは、此の物の
愛この
んで血を以て其の衣に
点したた
らせて
誌しるし
と為し、即ち小児を取ればなり。
故に世人名づけて鬼
きちょう
鳥と為す。荊
けいしゅう
州に多しと為す。昔、豫章の男子（以下略）
「毛を衣れば鳥と為り、毛を脱げば女人と為る」という一節が先の豫章の男子の話とこの姑獲鳥の話を蝶
ちょうつがい
番のように繋いでいるのである。
姑獲鳥は夜行性で昼間は隠れている。鬼神、すなわち亡霊のような存在で
ある。この鳥には子がおらず、好んで人の子を奪ってこれを養い、自分の子とする。いま世間の人が小さな子供の衣服を夜、干し ぱなしにするのを忌むのは、この鳥が夜飛んできて干しっぱなしの子供の衣服に血を滴らせて目印とし、その子供を奪ってしまうからである。故に世間ではこれを鬼鳥（幽霊鳥）と呼んでい 荊州（今の湖北省あたり）に多い。
これは先に見た豫章の男子の話をちょうど裏返したような構造の話であ
る。すなわち天上 鳥が地上の子供の衣服を血で汚すことによって その子供を天に奪ってしまう であ 子ども に を滴らす いうのは 同じ話を伝える他の文献では「毛」 （鳥の羽）を落とす（『酉陽雑俎』巻一六）になっていたり、 「塵」を落とす（元・林坤『誠齋雑記』）になっていたりするが、 要するに子供の清らかな衣服を鳥の衣に変え てしまう行為である。『酉陽雑俎』巻一六において子供の衣服に「毛」を落とすとあるのが、まさに子供の衣服を鳥の羽に化す 仕業であるこ 明白に示している。すでに鳥の衣になってしまった衣服 （気づかずに）着せられた子供は、鳥の 供になるしかないのである。
これをまた先のＡ、Ｂと併せて図式化（Ｃ）すれば、次のようになる。　　　　　　
天
　　　　　　　　　
（衣）
　　　　　　　
地
　　
Ａ
　
天女
　　
→
　
毛衣を脱ぐ
　　
→
　
地上の男と結婚
　　
Ｂ
　
天上に連れ帰る
　
←
　
毛衣を着る
　　
←
　
三人のむすめ
　　
Ｃ
　
天上にさらう
　　
←
　
衣＋血・毛
　　
←
　
小児
Ａは地上の視点から捉えられているが、これを天上からの視点で捉え直せ
ば、 「天帝」の「少女」 （「毛を脱げば女人と為 」という姑獲鳥の別名が「天帝少女」と言われるところから、 「田中」にいた「六七の女人」は「天帝」の 少女」というこ になる）が地上の男に奪われたこと る。
Ｂは天上に帰った天女の立場から、地上に残してきた三人 むすめを取り
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三
系文学論』二一一頁の解説） 。
この復礼でその人の生前の衣服が魂の依り代になり、魂を衣服に付着させ
たうえで衣服を屋根から庭にふわっと下し、その衣服で屍をそっと覆い、屍の中に魂を戻すのである。つまり生と死の境目で、生前の衣服が死者の魂を生の側に呼び戻す役割を果たすのである。
次に人が仙人になる瞬間の状況を衣服に注目して見てみよう。 『捜
そうじんこうき
神後記』
に見える袁
えんしょう
相・根
こんせき
碩の話はそのいい例である。それによれば、狩りをして山
の奥深くに迷い込んだ二人は、そこで二人の美女に出会い結婚する。しかしやがて家が恋しくなり逃げ出そうとすると、二女は追い駆けてきたが 話を聞いて去るのを許 、根碩 蓮の花のような形をした嚢
ふくろ
を贈る。家に帰った
二人はもとの暮らしに戻るが、しばらくして根碩が出かけた留守に家族の者がその嚢を開けてしまう。五重の花弁のようになった嚢を最後まで開けると中から小さな青い鳥が飛び去った。その後ある日 根碩が畑に出て耕しているとき、家族が昼飯を届けに行 と が畑でじっ 動かずにいるのが目に入 。不思議に思ってそばまで く 着物 抜け殻 になっているばかりで、根碩の姿はどこにもなかった
後、 （根碩）出で行く。家人其の
嚢ふくろ
を開く。嚢は蓮花の如く、一重去れば
復た一重、 五に至りて尽く。 中に小 鳥有りて飛び去る 根還
かえ
りて此れを知り、
悵ちょうぜん
然たるのみ。後、根、田
でんちゅう
中に於いて耕す。家、常に依りて之に餉
かれいい
す。田中
に在りて動かざるを見る。就いて視れば、但だ皮殻 み有りて蝉
せんぜい
蛻の如きな
り。
蓮花の嚢から飛び去った小さな青い鳥は、おそらく根碩 魂で、山中の女
人（実は仙女）のもとに帰ったのであろう。そうして根碩の身体は衣服だけをまるでセミの抜け殻のように残して、ふっと見えな なった。つまり仙人になって仙女のいる山中（仙界）に去ってしまったのである。
同様に棺桶に入れたはずの死体が消え、衣服だけが残っていたとか、杖だ
けが横たわっていたというたぐい 話がたくさんある。これを「尸解仙」と言い、人が仙人にな 時の常套的な表現になってい 。仙界 趣くには地上
の穢れた衣服は不要なのである。
このように人がいま生きている世界から、死の世界、あるいは仙界に去る
時に、生前の衣服を「脱ぐ」ということがその徴表になっているのである。二
　「脱ぐ／着る」と異類婚姻譚（その一、鳥女房）死後の世界や仙界と同様、人 とって「異界」となるのが天上の神々の世
界や動物の世界である。白鳥処女伝説、あるいは天人女房譚と呼ばれる天女と地上の男と 結婚の話、また広く異類婚姻譚とよばれる動物 人間との結婚の話でも、衣を「脱ぐ／着る」というモチーフが話を構成する重要な役割を果たしている。
まずその代表的な例として、晋の
干かんぽう
寶
の『
捜そうじんき
神記
』や、同じく晋の
郭かくはく
璞
の
『玄中記』に見える天女と地上の男との婚姻譚について見てみよう。 （この話については既に拙稿「天人女房譚から怪鳥伝説へ～中国民間伝承の演変～」〔一九九二〕
で論じたところだが、ここで簡単に繰り返しておくこととする。 ）
いま『太平御覧』巻九二七に引く『玄中記』に拠れば 次 ような話である。
昔、
豫よしょう
章
の男子、
田でんちゅう
中
に六七の女人有るを見る。
是こ
れ鳥なるを知らず。
扶ふふく
匐して往
ゆ
き、先ず其の解きし所の毛衣を得、取りて之を蔵
かく
し、即ち往きて
諸鳥に就く。各
〻
走りて毛衣に就き、此れを
衣き
て飛び去る。一鳥独り去るを
得ず。男子取りて以て婦と為し、三女を生む。其の母、後に女
むすめ
をして父に問
わしめ、衣の積
せきとう
稲の下に在るを知りて之を得、之を衣
き
て飛び去る。後、衣
ころも
を
以て三女を迎え、三女児、衣を得て飛び去る。
むかし豫章（今の湖北省陽新県の西南）の男が田んぼに六七人の女人がい
るのを見つけた。彼女らが であるとは知らず、身を隠しながら腹這って近づき、脱いであっ 「毛衣」 （羽の衣）一つを取って隠してしまっ 。そしてすぐに彼女らに近づいた。皆はあわてて毛衣に走り、 これ 着 飛び去った。しかし毛衣を隠されたむすめはひとり飛び去ることができなかった。男は彼女を捕まえて女房にした。やがてその女房は三人の女の子を生んだ。母はむ
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中国の人虎変身譚
＊島
　　
森
　　
哲
　　
男
　
　　　　　　
 ―「脱ぐ／着る」の民話学（その二）―
一
　
はじめに
人は「倮
らちゅう
蟲」 、裸の生き物である。
昔、中国ではすべての生き物をその身にまとうものによって五つに分類し
た（『
大だたいれいき
戴礼記
』易本命篇など） 。鳥など羽をまとうものは「羽蟲」 （蟲はム
シではなく生き物、動物の意） 、虎や犬など毛皮をまとうものは「毛蟲」 、亀や蟹、 昆虫など甲羅をまとうものは「甲蟲」 、 魚や龍など鱗をまとうものは「鱗蟲」 、そして人やミミズなど何も身にまとわぬものは「倮蟲」 （倮は裸に同じ）である。
したがって身に何もまとわない裸というのが人のオリジナルな姿である
が、ふだん裸で過ごすわけにはいかない。だから常々衣服を身にまとっている。その意味で人がこの世に生きるということと、衣服をまとっている いうことがイコール あると見做すことができる。
その人が死ねば、普段の衣服は脱いで死出の衣装を身にまとうことになる
し、仙人になれば「
尸しかいせん
解仙
」のように着物だけを抜け殻のようにすっぽり残
して地上を去ることになる。要するに人が生きている現実世界から死後の世界、あるいは仙人の世界のような「異界」に去る時、衣服を「脱ぐ」ということがひとつの徴表として行われることにな のであ 。
いま、中国古代の文献に即して、そうした生と死の境界、あるいは地上の
人間が仙人になる瞬間に着目して、そこにおける衣服の象徴的役割を具体的に観察してみることにしよう。まず生 死 境界において。
人が死んだ当初は魂が身体（衣服）から抜け出して宙をさまよっている
けだが、そのさまよえる魂を呼び戻し、なきがら 中に魂を戻して、死人を
生き返らせるために「復」という儀礼がある。この復礼において重要な役割を果たすのがその人がふだん着ていた衣服である。 『儀礼』士葬礼には次のようにある。
復ふくしゃ
者
一人、爵弁の服を以てす。裳を衣に
簪つら
ね、左に之を
何にな
〔荷〕
い、
領えり
を帯に
扱さしはさ
む。
前みなみ
の東栄
〔栄は屋翼、のき〕
より升り、中屋に北面し、
招くに衣を以てす。曰く、 「皐、某よ、
復かえ
れ」と。三たびす。衣を
前みなみ
に降ろし、受くるに篋を用う。阼階より升り、以て尸に衣す。復者後
きた
の西栄より降る。
藤野岩友『巫系文学論』の解説によって説明すれば、復礼を行う者
は、死者の上服たる純衣・纁裳（爵弁服）をば一つづきにして左の肩にかけて、ずり落ちぬ うにし、純衣の襟 自分の帯に挿んで梯に升る。梯は堂の東の屋根づまの南面 掛け 。屋根の棟まで升ったら北方に向いて （魂を幽暗の方角に求める） そこで声を長く引いて、 「おゝい、 某（死者の名）よ、 復（かえ）れ」と呼ぶ。これ 三度繰返してから、復衣を
簷ひさし
の前に下す。復者の他の一人（子弟もしくは私臣）がこれを
庭で受ける。これを受ける に丁寧に
篋たまばこ
を用いる。 （これは魂の依る
所であって、 徒手で受けて いけないのであ 。 ） これを持して阼階 （主人用の東階、 主人が帰 に象った） から堂に上り、 復衣を死屍 着せる。（魂が衣に著いて体魄に復って甦生することを欲してやるので、これで死屍を覆ってしま はいけない もし覆えば甦生しなくなる。 ）屋上の復者は以前とは反対に西方の屋根づまを西北側へ降りる。 （『巫
＊　国語教育講座
中国の人虎変身譚　―「脱ぐ／着る」の民話学（その二）―
- 426 -
一
